




書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

シンプル病理学（改訂第
8版）

笹野公伸・岡⽥保典・安
井弥 南江堂 2020年 978-4-524-24934-3

特になし。

メールなどでアポイントメントを取ってから来訪のこと。
お問い合わせ窓⼝：病理診断学分野 加藤みづき
E-MAIL: mizuki.kato.c3@tohoku.ac.jp  TEL: 022-717-8050（内線8050）
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

遺伝分⼦⽣物学

薬学科

必修

６セメスター

⽊曜3限

1単位

魏 范研

YPH-PHA333J

⽇本語

〇

代表的な遺伝性疾患について、遺伝⼦の変異とその病態と治療法を学ぶ。遺伝病の原因変異であるナンセンス変異などを保
持する異常mRNAを認識し排除する品質管理機構について理解する。また翻訳反応の改変による、遺伝病の治療法の分⼦基
盤について理解する。RNA段階での発現制御の異常と疾患との関連について学ぶ。

This course covers the treatment mutation and its pathology of the gene. In particular, students will understand about
the quality control mechanism to abnormal mRNA recognizes the exclusion to hold a major cause mutation nonsense
mutation of the genetic disease. Students will learn about the molecular basis of the genetic disease treatment due to
modification of the translation reaction, and the association between abnormal and disease expression control at the
RNA levels.

・遺伝⼦の変異や修復機構を理解する。
・遺伝⼦発現の品質管理機構を理解する。
・遺伝⼦発現の改変による治療法について理解する。
・RNA段階での遺伝性疾患について理解する。

Students learn about the mutation and repair mechanisms of gene, and quality control mechanism of gene expression.
This course also covers the treatment by the modification of-gene expression, and genetic disease cased by abnormality
at the RNA level.

１．遺伝の基礎（１） Basis of heredity C7-(1)-①-1
２．遺伝の基礎（２） Basis of heredity C6-(7)-①-2
３．遺伝⼦の変異と修復 Mutation and repair C6-(4)-⑤-1
４．組換え体医薬品と遺伝⼦治療 Recombinant protein drugs and gene therapy E2(8)-①-1,2,3, E2(8)-②-1
５．遺伝⼦発現の品質管理機構 Quality control for gene expression C7-(1)-①-2,3
６．遺伝⼦発現の改変と創薬（１） Modification of gene expression and drug discovery I C6-(4)-④-4
７．遺伝⼦発現の改変と創薬（２） Modification of gene expression and drug discovery II C6-(4)-④-5
８．遺伝⼦発現の改変と創薬（３） Modification of gene expression and drug discovery III C6-(4)-④-5

定期試験（80%）と出席（20%）をもとに評価する。

Valuation is performed based on attendance (about 20%) and the final examination (about 80%).

（予習）教科書の次回講義部分を読む
（復習）講義時に配布する⼩テストを解き、次回講義の解説で確認する。

Preparation: Reading the textbook for the next lecture
Review: Answer of the small test and commentary by the lecture
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その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

⽣体有機物質化学

薬学科

必修

６セメスター

⽊曜2限

2単位

浅井 禎吾、森下 陽平、⼟井 隆⾏、⽥原 淳⼠

YPH-PHA321J

⽇本語

〇

我々の⽣体を構成している糖・脂質・蛋⽩質（アミノ酸）・核酸（ヌクレオシド・ヌクレオチド）について学び、⽣命現象の
化学的駆動原理について理解するとともに、その化学構造解析の⼿法について学ぶ。

This course aims to learn about sugars, lipids, proteins (amino acids), nucleic acids (nucleoside, nucleotide) to
understand chemical principle of life. In addition, this course will provide the method of structural analysis of these
compounds.

1. 糖類・脂質の化学構造と⽣理機能について理解する。
2. 蛋⽩質（アミノ酸）および核酸（ヌクレオシド・ヌクレオチド）の化学構造と⽣理機能について理解する。
3. NMR分光法、⾚外分光法、質量分析法を⽤いた⽣体機能分⼦の構造解析⼿法について学ぶ。

The aim of this course is to help student understand the chemical structures and physiological activities of sugars, lipids,
proteins (amino acids), and nucleic acids (nucleoside, nucleotide).
The aim of this course is to help student acquire the method of structural analysis of biofunctional molecules by using
NMR spectroscopy, infrared spectroscopy, and mass spectrometry.

１．糖質の化学１ The chemistry of sugars (1)
２．糖質の化学２ The chemistry of sugars (2)
３．脂質の化学１ The chemistry of lipids (1)
４．脂質の化学２ The chemistry of lipids (2)
５．アミノ酸・ペプチドの化学 The chemistry of amino acids and peptides
６．タンパク質の化学 The chemistry of proteins
７．核酸の化学１ The chemistry of nucleic acids (1)
８．核酸の化学２ The chemistry of nucleic acids (2)
９．構造解析１ Structure analysis (1)
１０．構造解析２ Structure analysis (2)
１１．構造解析３ Structure analysis (3)
１２．構造解析４ Structure analysis (4)
１３．構造解析５ Structure analysis (5)
１４．構造解析６ Structure analysis (6)
１５．構造解析７ Structure analysis (7)

試験(100%)。

Evaluated by examination (100%).

⽣体分⼦の化学 相本三郎、⾚路健⼀ 化学同⼈ 教科書

有機化合物のスペクトル
による同定法-MS, IR,
NMRの併⽤ 第７版

R .M . Silverstein, F. X.
Webster, D. J. Kiemle 著 
荒⽊峻ら訳

東京化学同⼈ 2006 参考書

ヴォート ⽣化学 第３
版（上）

D. Voet、J. G. Voet著、
⽥宮信雄ら訳 東京化学同⼈ 2005 参考書

スミス 基礎有機化学 
第３版（下）

J. G. Smith著、⼭本尚ら
監訳 化学同⼈ 2012 参考書

ブルース 有機化学 第
５版（下）

P. Y. Bruice著、⼤船泰史
ら訳 化学同⼈ 2009 参考書
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授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

構造解析については演習形式で⾏うため、あらかじめ提⽰された問題を解いて講義に臨むこと。

Problem-solving sessions will be in terms 10-15. Prepare problems of structural analysis in each term.
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

衛⽣化学２

薬学科

必修

７セメスター

⽔曜2限

2単位

松沢 厚、平⽥ 祐介

YPH-PHA341J

⽇本語

〇

衛⽣化学は、⼈の健康の維持・増進と疾病予防のため、環境ストレスや新興感染症、薬物など様々なストレスから⼈を守る
⽅策を考える研究領域であり、重点的な研究テーマは時代のニーズに合わせて変化する。本講義では、特に、微⽣物による
感染症の成⽴や予防法、免疫と⾷物アレルギー、また、がん、循環器疾患、糖尿病といった⽣活習慣病の疫学と予防につい
て理解を深める。

1. 感染症の成⽴や予防法、免疫と⾷物アレルギーについて理解する。
2. ⽣活習慣病の疫学と予防について理解する。
3. 様々なストレスと疾患との関係を理解する。

１．感染症の成⽴  感染症はどのようにして成⽴するのか、感染症の種類や感染経路、その要因について理解する。  
D1-(1)-①-1, D1-(2)-②-1
２．感染症の予防（１）  感染症の最近の動向を理解し、感染症を予防するための対策について学ぶ。  D1-(2)-②-1,2,3
３．感染症の予防（２）  感染症を予防するための関連法規、特に感染症法とその分類、変遷について理解する。  D1-
(2)-②-1,2,3
４．感染症の予防（３）  感染症の予防に関わる予防接種の実際と現在の問題点について理解する。  D1-(2)-②-4
５．病原体による毒性（１）  病原体の種類・分類を学ぶと共に、それぞれの病原体固有の毒性について理解する。  C8-
(4)-②-1,2,3,4,5,6,7,8,9  D1-(3)-③-1,2  
６．病原体による毒性（２）  病原体によって起こる⾷中毒の種類や要因について学習する。  D1-(3)-③-1,2
７．⾷品汚染  化学物質、病原体や⾃然毒による⾷品汚染について学び、ヒトの健康に及ぼす影響を理解する。  D1-
(3)-③-1,2,3
８．免疫の仕組み  免疫の基本的な仕組みについて理解する。  D1-(3)-③-1,2,3, C8-(2)-①-5
９．免疫と⾷物アレルギー  免疫によって起こるアレルギーのメカニズムについて学び、特に⾷物アレルギーの原因を理
解する。  D1-(3)-③-1,2,3, C8-(2)-①-2
１０．⺟⼦保健  ⺟⼦感染や新⽣児マススクリーニングについて理解する。  D1-(2)-④-1,2
１１．⽣活習慣病の成⽴  がん、循環器疾患、糖尿病といった様々な⽣活習慣病の種類や特徴を学び、その要因や疾病が
⽣じるメカニズム、過去および最近の動向について理解する。  D1-(2)-③-1,2,3
１２．⽣活習慣病の疫学と予防（１）  がんの疫学と予防について理解する。  D1-(2)-③-1,2,3 
１３．⽣活習慣病の疫学と予防（２）  循環器疾患の疫学と予防について理解する。  D1-(2)-③-1,2,3 
１４．⽣活習慣病の疫学と予防（３）  糖尿病の疫学と予防について理解する。  D1-(2)-③-1,2,3 
１５．⽣活習慣病の疫学と予防（４）  ⾷⽣活や喫煙などの⽣活習慣と疾病の関わりについて理解を深める。  D1-(2)-
③-3 

筆記試験（75%）と平常点（25％）を基に評価する。

衛⽣薬学 -健康と環境-
第7版 姫野誠⼀郎 丸善 2025 教科書

到達⽬標や授業内容に応じた予習・復習が求められる。
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その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

・講義内容のほとんどが薬剤師国家試験出題基準に含まれる。
・2013年度⼊学者までは「毒性学」に読み替える。
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

臨床調剤学

薬学科

必修

７セメスター

⽔曜3限、⽔曜4限

2単位

富岡 佳久

〇

YPH-PHA361J

⽇本語

〇

昨今の医療を取り巻く環境は、少⼦⾼齢化時代を迎えて、急速な医療資源の減少に直⾯している。医療資源である医療費、
特にその⼤きな⽐率を占める医薬品費の効率的運⽤は、国是とまでなっており、急性期医療の⼊院を対象に2003年から診断
群分類包括評価（DPC/PDPS）が⼤学病院などの特定機能病院に導⼊され、現在では⾼度な薬物治療を⾏う急性期病床の半
分以上を占める。しかし、患者取り違えの医療事故に端を発した医療安全を含めた医療の質の向上もまた同時に、医療現場
は求められている。医薬品においても例外ではなく、医薬品適正使⽤は勿論、医療安全、感染対策、ハイリスク薬対策、治
験、医療経営まで、幅広い対応が必要不可⽋となる。
臨床調剤学では、主に病院薬剤部内で⾏なわれる、（狭義の）調剤、薬品管理等の基本的な業務を紹介するとともに、薬剤管
理指導業務(服薬指導を含む)などのファーマシューティカルケアに基づいた業務、また、2012年診療報酬改定により導⼊さ
れた「病棟薬剤業務実施加算」とその業務の概要、さらには発展的な臨床研究業務や病院経営を含む病院管理業務まで、⼤
学病院薬剤部等における実例を挙げながら学習する。

The environment surrounding medical treatment in recent years is facing a rapid decline in medical resources as the
birthrate and aging population ages. Efficient and effective use of medical expenses, which are medical resources,
especially pharmaceutical expenditure accounting for a large proportion of them, has become a national policy, and since
2003 the diagnostic group classification comprehensive evaluation (DPC / PDPS: Diagnosis Procedure Combination /
Per-Diem Payment System) was started to a specific function hospital such as a university hospital. At the same time,
however, the medical field is also required to improve the quality of medical care, including medical safety that originated
from medical accidents caused by misdiagnosed patients. A wide range of measures including medical safety, infection
control, measures against high-risk medicine, clinical trials and medical management are indispensable, as well as
proper use of medicines.
In the clinical pharmacy pay, we introduce fundamental tasks such as dispensing and pharmaceutical product
management, which are mainly performed in the hospital pharmacy department, and also provide pharmaceutical care
such as drug management guidance practice (including patient education) Based on the practice, as well as the addition
of 'ward drug work execution addition' introduced by revision of medical treatment fee 2012 and its work, even hospital
management work including advanced clinical research work and hospital management, university hospital pharmacy
department Learn by giving examples in practice.

・医薬品を取り巻く環境変化と薬剤師の役割の変遷を説明できる。
・医薬品の適正使⽤に基づいた薬剤師の基本的な業務を理解できる。
・チーム医療の変遷と薬剤師が求められる資質、技術および知識について理解できる。
・病院における薬剤師の新しい役割について理解できる。
・医薬品を使⽤する上での医療倫理、医療保障制度、診療報酬体系を理解できる。
・病院経営を含む病院管理業務における薬剤師の役割を理解できる。
・今後薬学部で学ぶ広い学問領域を⾒通し、広範な専⾨科⽬を学ぶ重要性を理解する。

· Explain changes in the environment surrounding pharmaceuticals and changes in the role of pharmacists.
· Understand basic pharmacist's work based on proper use of medicines.
· Understand the transition of team medical care and the qualities, skills and knowledge required of pharmacists.
· Understand the new role of pharmacists in hospitals.
· Understand medical ethics, medical system, medical treatment remuneration system in using pharmaceutical products.
· Understand the role of pharmacists in hospital management operations including hospital management.
· To understand the importance of learning a wide range of specialized subjects by forecasting a broad academic field to
be learned from the faculty of pharmacy in the future.

富岡 佳久（薬）、直江 清隆(⽂)、外⼭ 聡(⾮)、⼭⼝ 浩明（⾮）、菊地 正史（⾮）、島貫 英⼆(⾮)、⼤向 ⾹織(⾮)

１．基本的業務（１）−狭義の調剤業務/外⼭
  Dispensing practice
医薬品を使⽤する上での医療制度と診療報酬体系を理解する。これらを踏まえ、（狭義の）調剤業務について、医療環境の変
化に伴う概念と業務内容の変遷と，医療安全，医療制度上留意すべき点について理解する。
A-(1)-①-1〜3, A-(1)-②-1〜3, A-(2)-③-1, B-(2)-②-1, F-(1)-②-1〜3, F-(1)-③-1〜4, F-(2)-①-1, F-(2)-②-1〜5

２．基本的業務（２）−医薬品管理/⾦光

－126－



   Pharmaceutical product management
⿇薬・向精神薬、および⾎液製剤を含めた医薬品の供給管理の重要性と、医薬品管理を薬剤師が⾏う意義について理解す
る。
A-(1)-①-1〜3, A-(1)-②-1〜3, A-(2)-③-1, B-(2)-②-9, B-(2)-③-1〜2,F-(2)-⑤-1〜8

３．基本的業務（３）−医薬品情報管理/⾦光
   Drug information service
より良い薬物治療を⾏うためには医薬品の適正使⽤には、必要な情報が不可⽋である。この医薬品情報（Drug Information)
を広範囲に取り扱うのが、医薬品情報管理業務（以下DI業務）である。DI業務における情報の収集、整理、評価、保管、加
⼯、提供等の内容およびそれらの業務遂⾏に必要な知識・技術的能⼒について理解する。
A-(1)-①-1〜3, A-(1)-②-1〜3, A-(2)-③-1, E-E2-(9)-1〜2, E-E3-(1)-①〜③,⑦, F-(3)-②-1

４．基本的業務（４）−薬剤業務の拡⼤と調剤の概念/⼭⼝
   Expansion of pharmaceutical services and the concept of dispensing practice
国⺠や医療チームからの期待の変化に対応して薬剤業務を拡⼤する必要性を議論することで理解を深める。今後の薬剤業務
拡⼤に伴う「調剤」の概念を考える。
A-(1)-①-1〜3, A-(1)-②-1〜3, A-(2)-③-1, E-E2-(9)-1〜2, E-E3-(1)-①〜③,⑦, F-(3)-②-1 

５．院内感染対策と抗菌薬適正使⽤/⼭⼝
  Infection control
院内感染は、病院にとって重⼤な問題であり、基礎疾患の重篤な患者においては、感染症治療が⽣命に直結する。院内感染
防⽌対策の実践および抗菌薬の適正使⽤について理解する。
A-(1)-①-1〜3, A-(1)-②-1〜3, A-(2)-③-1, C8-(4)-①-1,2, D1-(2)-②-1,4, D1-(2)-④-2, E-E2-(7)-③-9, E-E4-(2)-②-1,2, F-
(2)-⑥-4〜6,14(知), F-(5)-②-1

６．急性中毒と薬物乱⽤/⼭⼝
  Emergency and drug abuse
薬物中毒等の救急医療においては、医薬品および乱⽤薬物の情報提供、薬物の分析、⾎中濃度測定、解毒剤等の投与が必要
とされる。また、薬物乱⽤防⽌に関しては、薬剤師による学校での児童、⽣徒への啓蒙活動が求められている。これら中毒
医療に関する薬剤師の役割を理解する。
A-(1)-②-7, A-(2)-③-1, B-(2)-③-2, B-(4)-②-3, D2-(1)-①-5〜7, F-(1)-③-9, E-E1-(4)-4, E-E4-(2)-②-1〜4(知), F-(5)-②-1〜
2, ア-D2-2-2, ア-E4-1(知)

7．チーム医療と薬剤師/菊地
   Team medical services and pharmacist
各医療分野は、⾼度に発展し、薬剤師においても専⾨性を⾼めるため、専⾨・認定薬剤師制度が開始された。ICT、NST、が
ん化学療法チーム等の⼀員としての薬剤師の関わりとともに、薬剤管理指導業務および「病棟薬剤業務実施加算」とその業
務の概要を理解する。
A-(1)-①-3, A-(1)-②-1, A-(2)-③-1, A-(4)-1〜3, E-E1-(3)-1, E-E3-(1)-①-2, F-(2)-②-2, F-(2)-④-3(知), F-(4)-①-1〜3, F-(4)-
②-1〜2

８．リスクマネジメント/⼭⼝
   Risk management
昨今、数多くの医療事故が報道されている。また、病院内ではさらに数多くのインシデント（医療事故ではない有害事象）
が発⽣している。それらの中でも、薬に関わる有害事象の占める割合は多い。これらの事象の改善に、薬剤師／薬剤部がど
のように関与して⾏くかを理解する。また、病院内に設定された医薬品安全管理責任者の役割も理解する。
A-(1)-①-1〜3, A-(1)-②-1〜3, A-(2)-③-1, E-E1-(4)-1〜2, E-E2-(3)-2,F-(2)-⑥-1〜7

９．治療薬物モニタリング（TDM）/菊地
   TDM
TDMは、薬物療法の有効性および安全性を向上させる⼿段となる。薬物体内動態に影響を与える要因、患者情報の収集、臨
床的背景を検討し、薬物動態解析、薬物相互作⽤および投与設計について理解する。
A-(1)-①-1〜3, A-(1)-②-1〜3, A-(2)-③-1, E-E1-(1)-①-8, E-E1-(4)-2, E-E3-(2)-①-1, E-E3-(2)-②-3, E-E3-(3)-⑤-1(知), E-
E4-(1)-②-4, E-E4-(1)-③-6,E-E4-(1)-④-5, E-E4-(1)-⑤-5, E-E4-(2)-②-1〜4(知), F-(3)-①-1〜4, F-(3)-④-2

１０．臨床試験と薬剤師/⾦光
   Clinical ethics and pharmacy
臨床研究コーディネーター（CRC）等として薬剤師が臨床試験に如何に関わっているかについて、ドラッグラグの解消、国
際共同治験への対応等の問題点とともに理解する。
A-(2)-④-1〜3, E-E3-(1)-④-2, E-E3-(1)-⑥-1〜9(知)

１１．包括地域ケアシステムにおける薬剤師の役割/⼤向
   The role of pharmacists in the comprehensive regional care system
包括地域ケアシステムにおける薬剤師の活動事例を学び、国⺠が可能な限り住み慣れた地域で⾃分らしい暮らしを⼈⽣の最
後まで続けるために必要となる事例をもとに患者にかかわる医療倫理をグループ討論等を通じて理解する。
A-(1)-②-1, A-(2)-③-1, A-(5)-①-1, A-(5)-②-1, A-(5)-③-1, G-(1)-1〜4, G-(2)-1〜3

１２．病院経営における薬剤部の役割/外⼭
   Pharmacy administration
医薬品費抑制が薬剤部に求められた。クリニカルパスの運⽤、ジェネリック医薬品対策、医薬品フォーミュラリー管理な
ど、包括医療制度において必要な薬剤師の役割を理解する。
A-(1)-②-1〜3, A-(1)-③-1〜3, A-(2)-③-1, B-(3)-②-1〜4, E3-(1)-⑦-1〜3(知), F-(2)-⑤-11, F-(3)-③-10,13(知), ア-E5-2-1

１３．保険薬局機能と医療連携/島貫
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成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

   Community Pharmacy Practice
医薬品を取り巻く環境変化と薬剤師の役割の変遷を保険薬局の視点から理解する。特に薬機法等改正で求められた保険薬局
機能の深化と分化、医療機関との連携のあり⽅（薬薬連携などの具体例）を理解する。
A-(1)-①-1〜3, A-(1)-②-1〜3,8, A-(2)-③-4, A-(4)-1〜3,5, B-(3)-①-1〜2,B-(4)-①-1〜3,6, B-(4)-②-1〜2,5, D1-(1)-②-3, F-
(1)-③-1〜2,11〜12,F-(2)-④-10〜13(知), F-(4)-①-1〜3,5(知), F-(5)-①-1〜3

１４．医薬品評価と育薬/外⼭
   Evaluation and development
医薬品は、臨床試験等により有効性・安全性が確認され製造承認を受けるが、特に市販直後は適正使⽤情報が不⾜してい
る。なぜ不⾜しているのか（治験の限界）、情報が不⾜している状況でどのように薬剤を評価・選択するか、どのように情報
を蓄積するかを理解する。
A-(1)-②-2〜3, A-(2)-③-1, A-(2)-②-3, B-(2)-②-5, E-E3-(1)-①-4〜5, E-E3-(1)-⑦-1, F-(2)-⑥-7

１５．臨床倫理と薬剤業務/直江
   Clinical ethics and pharmacy
医療を進めていく際に、⾝につけておかなければならない倫理的視点について概観し、薬剤業務における留意点を理解す
る。
A-(2)-①-1〜4, A-(2)-②-1〜3, A-(2)-③-1〜3, A-(2)-④-1〜3, A-(5)-①-5, B-(1)-5, E-E2-(8)-②-1, G-(2)-1〜3

筆記試験により評価（100%）し、60点以上を合格とする。

Evaluation is performed based on examination (above 60 points)

標準薬剤学 改訂第４版 渡辺，芳賀，外⼭ 南江堂 2017 参考書

調剤指針 ⽇本薬剤師会 薬事⽇報社 参考書

薬剤師のための感染制御
マニュアル ⽇本病院薬剤師会 薬事⽇報社 2011 参考書

予習：講義時間までに指定した参考書の関連項⽬を読む。
復習：講義内容の概要をまとめる。理解不⾜の部分については参考書関連項⽬で学び、理解を深める。

Preparation: Read related items of reference book specified by lecture time.
Review: Summarize the outline of lecture content. For the lack of understanding, learn from reference book related items
and deepen their understanding.

ア, 薬学アドバンスト教育ガイドライン
・2014年度⼊学者までは「病院薬学概論２」（選択必修）に読み替える。
第4回（SGD）、第11回（SGD・PBL・ロールプレイ）
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

薬物療法学１

薬学科

必修

７セメスター

⽕曜1限

2単位

富岡 佳久、松本 洋太郎

〇

YPH-PHA372J

⽇本語

〇

薬物療法学では、代表的な疾患の病態や症状の理解のもと、個々の患者情報と医薬品情報に基づいた薬の使い⽅と選び⽅に
関する基本的知識を学び、患者QOLと医薬品の適正使⽤の観点から薬物治療に貢献することを理解する。
薬物療法学１では、⾎液・造⾎器の疾患、神経・筋の疾患、精神疾患、⽿⿐咽喉の疾患、眼の疾患、感染症、悪性腫瘍につ
いて、各疾患の概要を学ぶとともに、患者の症状、検査所⾒から病因・病名を推定し、治療⽅針および処⽅を決定する⽅法
を理解する。さらに個々の薬物を使⽤する上での注意点について学ぶ。授業は，講義とともに少⼈数グループによる調査、
発表、討論を⾏う。

Pharmacotherapy learns basic knowledge on how to use medicines and how to select medicines based on individual
patient information and medicinal information based on the understanding of the pathology and symptoms of typical
diseases, and from the perspective of patient QOL and proper use of medicine Understand that contributing to drug
treatment from.
Pharmacotherapy 1 learns the outline of each disease regarding blood / hematopoietic disorders, nerve and muscle
diseases, mental disorders, ear and nose and throat diseases, eye diseases, infectious diseases, and malignant tumors,
Estimate etiology and disease name from laboratory findings and understand how to decide therapeutic policy and
prescription. Learn the points of caution in using individual drugs. Classes, along with lectures, conduct surveys,
presentations and discussions by small group.

各患者の症状、検査所⾒から、治療⽅針を⽴案し、具体的な処⽅例を提⽰できるようになる。

Based on the symptoms and laboratory tests, a treatment policy can be planed and specific prescription can be
suggested.

１．薬物療法学総論 Generals of Pharmacotherapy
２．⾎液・造⾎器の疾患（Ⅰ） Blood / hematopoietic disorders (I)
３．⾎液・造⾎器の疾患（Ⅱ） Blood / hematopoietic disorders (II)
４．⾎液・造⾎器の疾患（Ⅲ） Blood / hematopoietic disorders (III)
５．腫瘍薬学（Ⅰ） Oncology Pharmacy (I)
６．腫瘍薬学（Ⅱ） Oncology Pharmacy (II)
７．腫瘍薬学（Ⅲ） Oncology Pharmacy (III)
８．腫瘍薬学（Ⅳ） Oncology Pharmacy (IV)
９．腫瘍薬学（Ⅴ） Oncology Pharmacy (V)
１０．⽿⿐咽喉の疾患・眼の疾患 Otorhinolaryngology・Eye disease
１１．感染症 Infection
１２．神経・筋の疾患（Ⅰ） Neurological and muscle disease (I)
１３．神経・筋の疾患（Ⅱ） Neurological and muscle disease (II)
１４．精神疾患 Neurological and muscle disease (III)
１５．まとめ Summary

平常点（15%）および筆記試験（85%）をもとに評価する。

Evaluate based on the normal point (15%) and the written test (85%).

ファーマコセラピー 病
態⽣理からのアプローチ
（上・下）

J.T. Dipiro 他 編、百瀬
弥寿徳 訳 ブレーン出版 参考書

今⽇の治療薬 浦部昌夫／島⽥和幸／川
合眞⼀ 南江堂 参考書

薬学⽣のための病態⽣理
と薬物治療

厚味・⼩佐野・富岡・平
野 ﾃｨ・ｴﾑ・ｴｽ 参考書
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授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

薬物治療モニタリング 
ケースで学ぶ臨床思考プ
ロセス

岩澤真紀⼦ 南⼭堂 参考書

図解腫瘍薬学 川⻄正祐／賀川義之／⼤
井⼀弥編 南⼭堂 参考書

薬剤師のトリアージ実践
ガイド 佐仲雅樹 丸善出版 参考書

予習：講義時間までに指定した参考書の関連項⽬を読む。
復習：講義内容の概要をまとめる。理解不⾜の部分については参考書関連項⽬で学び、理解を深める。

Preparation: Read related items of reference book specified by lecture time.
Review: Summarize the outline of lecture content. For the lack of understanding, learn from reference book related items
and deepen their understanding.

1回、3〜9回（SGD）、15回（PBL）
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

医療情報学

薬学科

必修

7

⽕曜2限

2単位

眞野 成康、前川 正充

〇

YPH-PHA362

YPH-PHA362J

⽇本語

Japanese

医療情報には、１）疾病に関する医学的な知識や医薬品に関する情報、２）診療に関する患者個⼈の情報、３）診療所、病
院などの医療施設固有の情報がある。情報化社会である現在では、医療情報の果たす役割はきわめて重要であり、それらを
医療機関内のみならず地域で連携し共有しつつ、患者、医療スタッフ双⽅が適切に活⽤することにより、地域包括ケアシス
テムの充実と医療の質向上が期待できる。薬剤師が、それぞれの情報源から適切な形で情報を取り出し、加⼯して必要な受
け⼿に提供することで患者毎に最適な薬物療法を実施し、患者のQOLを向上することができる。本講義では、様々な場⾯に
おける薬剤業務を通して、医療情報に関する基本的知識を習得し、それらを活⽤するための⽅法や、院内のみならず地域の
医療スタッフへの情報提供の仕組みについても学ぶ。

Medical information includes 1) medical knowledge about diseases and information about medicines, 2) information
about individual patients about medical treatment, and 3) information specific to medical facilities such as clinics and
hospitals. In today's information society, the role of medical information is extremely important, and by sharing this
information not only within medical institutions but also in the community, and by using it appropriately by both patients
and medical staff, we can expect to improve the quality of medical care and enhance the comprehensive community care
system. Pharmacists can extract information from each source in an appropriate form, process it, and provide it to the
necessary recipients to implement optimal drug therapy for each patient and improve the patient's quality of life. In this
course, through pharmaceutical work in various situations, you will acquire basic knowledge about medical information,
learn how to use it, and learn about the system of providing information to medical staff not only in the hospital but also
in the community.

・医薬品の開発から臨床使⽤までの過程で収集される医療情報について理解する。
・医療スタッフや患者への情報提供のために必要な医療情報の収集・加⼯・提供の⽅法を学び、薬物療法の最適化に向けた
情報の活⽤法について理解する。
・医療施設固有の情報の⾒⽅と活⽤法について理解する。

-Students will understand the medical information collected during the process from drug development to clinical use.
-Students will learn how to collect, process, and provide medical information necessary to provide information to medical
staff and patients, and will understand how to use information to optimize drug therapy.
-Students will understand how to view and use information specific to medical facilities.

全15回の講義を以下の予定で実施する。

15 lectures will be held as follows:

１）総論・関連法規と医薬品開発で得られる情報（担当：眞野）
  様々な医療情報の位置づけを学ぶとともに、医薬品や薬剤師業務に関連する法律について概略をとらえる。また、医薬
品開発の流れを俯瞰し、その過程で得られる医薬品情報を理解する。
  SBOs：A-(1)-②-1,2,3,5 A-(4)-1,2,3 B-(2)-①-1,2,3,4,5,6 B-(2)-②-1,2,3,5,7 B-(3)-①-2  B-(3)-②-3  E3-(1)-
②-3 E3-(2)-①-1,2 F-(1)-③-1,2,3 F-(2)-②-2 F-(4)-①-1,2

Introduction: Related laws and rug information obtained in drug development research(Lecturer: Mano)
In this course, students summarize the position of various kinds of medical information and the outline of the law related
to pharmaceuticals and pharmacist works. And they will understand the flow of drug development and drug information
obtained in the process.

２）我が国の医療政策（担当：眞野）
  我が国の医療を取り巻く状況を理解し、将来の医療提供体制の構築に必要な事項を⾒据えながら医療政策全般を学ぶ。
  SBOs：B-(3)-①-2,3,7
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Medical policy in Japan(Lecturer: Mano)
Students understand the current situation surrounding medical care in Japan and learn about medical policy in general.

３）医薬品の有効性に関する研究デザイン（担当：⽯川）
  臨床研究や疫学研究によって⽣み出される医薬品の有効性に関するデータを評価するための研究デザインを理解する。
  SBOs：E3-(1)-④-1,2,3,4 E3-(1)-⑥-1,2,3,4,9

Study design on efficacy of pharmaceutical products(Lecturer: Ishikawa)
In this course, students understand research design to evaluate data on the effectiveness of drugs produced by clinical
research and epidemiological studies.

４）臨床研究論⽂の批判的吟味（担当：⼩原、野⽥）
  薬物の有効性や安全性の調査を⽬的とした臨床研究に関する学術論⽂の批判的吟味を通して、統計学的パラメータを実
践的に理解し、論⽂に記載された情報の解釈や評価の考え⽅を⾝に付け、併せて論⽂読解⼒や英語⼒を習得する。
  SBOs：A-(5)-①-2,3,4 E3-(1)-①-3,4  E3-(1)-③-1,2,3,4  E3-(1)-④-1,2,3,4  E3-(1)-⑤-1,2.3,4,5,6,7  E3-(1)-
⑥-1,2.3,4,5,6,7,8,9

Critical examination of clinical research thesis(Lecturer: Obara and Noda)
Through critical examination on clinical research papers for investigating the effectiveness and safety of drugs, students
practically understand statistical parameters, thinking about the interpretation and evaluation of information described in
the papers to acquire reading comprehension and English language skills.

５）ファーマコビジランスと市販後調査（担当：⼩原）
  本邦の医薬品安全監視体制を学び、市販後調査の過程で収集される情報の流れと利活⽤、並びにこれらに関連する薬事
制度を理解する。
  SBOs：B-(2)-②-2,5,10 E3-(1)-①-1,2,3,4,5

Pharmacovigilance and post marketing surveillance(Lecturer: Obara)
In this course, students learn the pharmaceutical safety monitoring system in Japan, and understand the fow and
utilization of information collected in the process of post marketing surveillance and the related pharmacy regulatory
system.

６）医薬品情報源の種類と特徴(1)添付⽂書（担当：⼤柳）
  医薬品添付⽂書の法的な根拠を理解し、記載項⽬を確認するとともにそれらの⾒⽅、読み⽅を理解する。また、添付⽂
書に使われる⽤語の意味、医薬品情報源の加⼯度とその使い⽅を理解する。
  SBOs：E3-(1)-②-1,2,3,4,5

Types and features of drug information sources (1) Package insert(Lecturer: Oyanagi)
In this course, students understand the legal basis of drug package inserts, confirm the items listed, and understand how
to read and read them. Also students understand the meanings of the terms used in the package insert, the degree of
processing of the drug information source and how to use it.

７）医薬品情報源の種類と特徴(2)インタビューフォーム（担当：⼤柳）
  インタビューフォームの⾒⽅、読み⽅および利⽤法を理解する。また、その医薬品情報源における位置づけ、医薬品情
報源の加⼯度とその使い⽅を理解する。
  SBOs：E3-(1)-②-1,2,3,4,5,6

Types and features of drug information sources (2) Interview form(Lecturer: Oyanagi)
In this course, students understand how to read and use interview forms. Also students understand the position in the
source of drug information, the degree of processing of drug information sources and how to use them.

８）処⽅箋鑑査における医療情報の活⽤とリスクマネジメント（担当：五⼗嵐）
  薬剤師は、処⽅箋鑑査において、薬歴情報や検査値データなどとの照合により⽣じた疑義を解決しなければ調剤を⾏っ
てはならない。処⽅箋鑑査において活⽤すべき患者情報、ならびに様々な医療情報を理解する。また、医薬品が関連する医
療安全情報についても併せて学ぶ。
  SBOs：A-(1)-③-1,3,4,5 A-(2)-③-4 F-(2)-①-1,2,3 F-(2)-②-3,4,5,7,8,9,10,11 F-(2)-③-1,8 F-(2)-⑥-9

Utilization of medical information in prescription inspection and risk management(Lecturer: Igarashi)
Pharmacists should not dispense medication unless they solve doubts caused by verification with medication history
information or examination value data in prescription examination. In this course, students understand patient
information to be utilized in prescription examination and various medical information. Students also learn about medical
safety information related to medicines.

９）病棟業務における医療情報の活⽤と診療記録（担当：⾚坂）
  ⼊院時の持参薬情報や、⼀般病棟やICU、⾼度救命救急センターにおける薬剤業務で活⽤する処⽅箋、薬歴、検査値デー
タ、電⼦カルテおよび病態などの情報について、実例を通して学ぶとともに、医療スタッフとの情報共有や診療記録の記載
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の意味を理解する。
  SBOs：A-(1)-③-1,3,4,5 A-(2)-③-4 E1-(2)-②-8 E3-(2)-②-1,2,3,4  F-(1)-③-9 F-(2)-④-10,15 F-(3)-①-2,3,6 
F-(3)-③-1,9,11 F-(3)-④-1,3,4,8,9,10,12

Utilization of medical information and medical records in ward work(Lecturer: Akasaka)
In this course, students learn through practical examples about the use of information on bringing medicine at the time
of hospitalization, prescription in ward work, medication history, examination value data, electronic medical records and
pathology used in general wards, ICUs, and advanced medical and emergency center, and understand the meaning of
information sharing and description of medical records.

１０）周産期における薬物療法と情報活⽤（担当：⼩原）
  周産期（妊婦・授乳婦・新⽣児）における薬物療法においては、医薬品開発段階に得られる情報が限られている。周産
期における薬物療法の安全性の確保に向け、認識しておくべき情報について学ぶ。
  SBOs：A-(1)-②-1,8 A-(1)-③-1,5 A-(2)-③-1,3 A-(2)-③-1,3 A-(5)-①-2,3,4,5  E3-(1)-③-1,2  E3-(1)-④-2 E3-
(3)-②-1 E3-(3)-④-2 F-(1)-③-10

Medication therapy and information utilization in perinatal period(Lecturer: Obara)
In medicine therapy in perinatal period (pregnant women, lactating women, neonates), the information obtained during
the drug development stage is limited. In this course, students learn about the information to be aware of, in order to
secure the safety of medication therapy in perinatal period.

１１）地域における医療連携（担当：松浦）
  地域における病院−保険薬局間、および病院−病院間などの連携の在り⽅を理解し、かかりつけ薬局等に提供すべき治
療内容や処⽅薬、検査値ならびに副作⽤などの情報の利活⽤について学ぶ。併せて地域医療に関する情報ネットワークの現
状を理解する。
  SBOs：A-(1)-①-3 B-(4)-①-1 B-(4)-②-1

Regional medical cooperation(Lecturer: Matsuura)
In this course, students understand the cooperation between hospitals in the area - insurance pharmacies in the area
and hospitals - hospitals, and make use of information such as treatment contents, prescription medicines, examination
values and side effects to be provided to the family pharmacy etc learn. Students also understand the current state of
information networks on regional medical care.

１２）個別化医療の推進における医療情報の活⽤（担当：前川）
  がんゲノム医療の推進と個別最適化した精密医療に不可⽋な薬物の⾎中濃度や遺伝⼦解析結果と、それらを保管する電
⼦カルテ、診療録、患者からの聞き取り等の情報を合わせた医療情報を活⽤した処⽅設計の実例を学ぶ。
  SBOs：E1-(1)-①-1,6,7 E3-(3)-①-1,2,3 E3-(3)-⑤-1,2 E4-(2)-②-1,2,3 F-(3)-④-5,6

Utilization of medical information in the promotion of personalized medicine(Lecturer: Maekawa)
In this course, students are required to promote cancer genome medicine and combine information such as blood
concentration and gene analysis results indispensable for precision medical treatment individually optimized, information
such as electronic medical records, medical records, and interviews with patients Learn practical examples of
prescription design utilizing medical information.

１３）医薬品安全管理（担当：眞野）
  未承認等医薬品の使⽤に関する情報収集とそれらの活⽤に関する流れを理解するとともに、適正使⽤推進に向けた情報
の周知の在り⽅について学ぶ。
  SBOs：B-(2)-②-7,9 B-(2)-③-1,3 F-(2)-⑤-1,2,3,4,5,6,9,10,11

Pharmaceutical safety management(Lecturer: Mano)
In this course, students understand the flow of information gathering related to the use of medicines such as unapproved
and their utilization, and learn about the well-known way of information for promoting proper use.

１４）AIとDXによる医療の変⾰（担当：前川）
  AIや医療DXが創り出す近未来の患者中⼼のチーム医療の姿について、国の施策や現在の実践例を通して学ぶ。
  SBOs：A-④-4 A-(3)-①-1,2 A-(5)-①-4,5 E3-(1)-③-1,3,5 F-(3)-①-2 F-(3)-②-1,2,5 F-(3)-③-2,9 F-(3)-
④-1,2,4 F-(4)-①-3,5

Healthcare transformation through AI and DX(Lecturer: Maekawa)
In this course, students learn the shape of patient-centered team medical care in the near future created by AI and
medical DX through national policies and current practice examples.

１５）医療におけるリアルワールドデータとその活⽤（担当：⼩原、⼟屋）
  医療によって発⽣する様々なリアルワールドデータの性質を理解し、その活⽤について学ぶ。
  SBOs：A-(5)-①-2,3,4,5 E3-(1)-①-1,2,3,4,5 E3-(1)-④-1,2 E3-(1)-⑥-1,2,3,4,7,8,9 E3-(1)-⑦-3 F-(3)-④-13

Real world data in medical care and its application(Lecturer: Obara and Tsuchiya)
Students understand the nature of various real world data generated by medical care and learn about its use.
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１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

原則定期試験（100%）により評価する。ただし、出席回数が極端に少ない場合は、減点することがある。

In principle, the evaluation is based on regular exams (100%). However, points may be deducted if attendance is
extremely low.

講義内容の理解を深めるために、復習等の⾃主学習が重要である。

In order to deepen understanding of the lecture content, it is important to review and study independently.
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科⽬名

対象学科・専攻

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

漢⽅治療学

薬学科4年

７セメスター

集中講義

2単位

⾦野 智浩

〇

YPH-PHA376J

⽇本語

〇

漢⽅は⻄洋医学とは異なる体系を持つもう⼀つの医学であり、⽇本の伝統医学である。漢⽅の基礎理論と特性および副作⽤
などを理解し、薬剤師として臨床現場で適切に応⽤できる能⼒を⾝につけることを⽬的とする。集中講義形式で⾏う。

In this course, students will mainly understand the basic theories, characteristics, and adverse reactions of Kampo
(Japanese traditional) medicine, and develop their abilities to apply it clinically. The course will be conducted in an
intensive lecture format.

１． 東洋医学と⻄洋医学の基本的概念の違いを説明できる。
２． 漢⽅と東洋医学（中医学も含む）、相補代替医療（ＣＡＭ）、⺠間療法の違いを説明できる。
３． 漢⽅の基本的概念（陰陽、虚実、寒熱、表裏、気⾎⽔、六病位、五臓）を概説できる。
４． 「証」の概念を理解し、随証治療の基本を実践できる。
５． 漢⽅の診断⽅法（望診、聞診、問診、切診）を知る。
６． 代表的な疾患について、使⽤する主な漢⽅薬とその鑑別処⽅を列挙できる。
７． 漢⽅薬の主な副作⽤および禁忌事項について説明できる。

The purpose of this course is to discuss the differences among Kampo, Traditional Chinese, Western and complementary
and alternative medicine, and explain the Kampo basic theories, Sho, diagnostic explanation and adverse reactions.

担当教員 新井 信（⾮）
Instructor Professor Arai Makoto

１．漢⽅概論 Introduction
漢⽅の成り⽴ち、歴史を知り、基本的概念や薬物の特性など、⻄洋医学との違いを理解する。さらに、漢⽅治療の適応と不
適応、現代医学における漢⽅の位置づけと役割などについて学ぶ。 E2-(10)-①, F-(2)-⑤
Students learn about the history, characteristics, application of Kampo medicine and relationship with modern medicine.

２．漢⽅基礎理論Ⅰ Basic theory 1
漢⽅の重要な基礎理論である陰陽、虚実について理解し、臨床的に説明できる。 E2-(10)-①,②
Students learn yin and yang and deficiency and excess, and explain them clinically.

３．漢⽅基礎理論Ⅱ Basic theory 2
寒熱、表裏、気⾎⽔、六病位、五臓について理解し、臨床的に説明できる。 E2-(10)-①,②
Students learn cold and heat, exterior and interior, qi, blood and fluid, six stages of disease transformation, and explain
them clinically.

４．漢⽅臨床総論 Clinical theory
随証治療などの臨床における漢⽅薬のさまざまな運⽤⽅法を知る。さらに臨床推論を⽤いて、随証治療を実践できる。 E2-
(10)-①,②,③
Students learn how to use Kampo medicine, for example, Sho-based therapy with the theory of clinical reasoning.

５．漢⽅製剤実習 Formulation practice
臨床で⽤いられる煎じ薬、エキス剤、散剤などを調製し味わうことで漢⽅薬に親しむ。さらに臨床で必要とされている服薬
⽅法などを体験して漢⽅製剤について理解できる。 E2-(10)-①,②,③
Students are familiar with Kampo medicine through adjusting and tasting Kampo decoction, extract and powder.

６．漢⽅臨床各論Ⅰ／呼吸器疾患 Therapeutics 1/respiratory diseases
呼吸器疾患の漢⽅治療について理解し、演習を通して適切な処⽅を理解できる。 E2-(10)-①,②,③
Students learn the Kampo treatment of respiratory diseases and decide the appropriate Kampo prescriptions for the
patient through exercises.

７．漢⽅臨床各論Ⅱ／上部消化管疾患 Therapeutics 2/upper gastrointestinal diseases
上部消化管疾患の漢⽅治療について理解し、演習を通して適切な処⽅を理解できる。 E2-(10)-①,②,③
Students learn the Kampo treatment of upper gastrointestinal diseases and decide the appropriate Kampo prescriptions
for the patient through exercises.
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８．漢⽅臨床各論Ⅲ／下部消化管疾患 Therapeutics 3/lower gastrointestinal diseases
下部消化管疾患の漢⽅治療について理解し、演習を通して適切な処⽅を理解できる。 E2-(10)-①,②,③
Students learn the Kampo treatment of lower gastrointestinal diseases and decide the appropriate Kampo prescriptions
for the patient through exercises.

９．漢⽅臨床各論Ⅳ／婦⼈科疾患 Therapeutics 4/gynecological diseases
婦⼈科疾患の漢⽅治療について理解し、演習を通して適切な処⽅を理解できる。 E2-(10)-①,②,③
Students learn the Kampo treatment of gynecological diseases and decide the appropriate Kampo prescriptions for the
patient through exercises.

１０．漢⽅臨床各論Ⅴ／⾼齢者疾患・疼痛性疾患・不定愁訴 Therapeutics 5/geriatric diseases and pain disorders
⾼齢者疾患、疼痛性疾患、不定愁訴の漢⽅治療について理解し、演習を通して適切な処⽅を理解できる。 E2-(10)-①,②,③
Students learn the Kampo treatment of geriatric diseases and pain disorders, and decide the appropriate Kampo
prescriptions for the patient through exercises.

１１．臨床漢⽅薬理学 Pharmacology
漢⽅薬が効くメカニズムを⾎清薬理学の⽴場から学び、説明できる。 E2-(10)-①,②,③、F-(5)-③
Students learn the pharmacokinetics of Kampo medicine.

１２．副作⽤・服薬指導 Adverse reaction Medication instruction
漢⽅薬の副作⽤を理解習得し、臨床で適切な服薬指導ができる。 E2-(10)-①,②,③、F-(5)-③
Students learn the adverse reactions and clinical medication instruction.

１３．漢⽅処⽅演習(1) Diagnostic exercise 1
患者に対する適切な処⽅についての演習を⼩⼈数グループで⾏い、実践的な能⼒を⾝につける。 E2-(10)-①,②,③、F-(5)-③
Students practice exercises to decide appropriate Kampo prescriptions for the patient in small groups.

１４．漢⽅処⽅演習(2) Diagnostic exercise 2
漢⽅処⽅演習から得た成果をワークショップ形式で議論し、随証治療に対する理解を深める。 E2-(10)-①,②,③、F-(5)-③
Students discuss the results obtained from the exercise 1 by the workshop.

１５．特別講演／Special lecture
実践的な漢⽅治療について学ぶ E2-(10)-①,②,③
Students learn about practical Kampo medicine treatment.  

平常点(50%)、およびレポート(50%)により評価する。

Evaluated by class performance (50%) and report (50%)

症例でわかる漢⽅薬⼊⾨ 新井信 ⽇中出版 参考書

学⽣のための漢⽅医学テ
キスト

（社）⽇本東洋医学会学
術教育委員会 南江堂 参考書

専⾨医のための漢⽅医学
テキスト

（社）⽇本東洋医学会学
術教育委員会 南江堂 参考書

漢⽅診療医典 ⼤塚敬節 南⼭堂 参考書

症候による漢⽅治療の実
際 ⼤塚敬節，清⽔藤太郎 南⼭堂 参考書

臨床応⽤ 漢⽅處⽅解説 ⽮数道明 創元社 参考書

テキスト・参考書をもとに復習すること。

Review based on the handout texts and reference books.

テキストを講義時に配布する。

A handout is distributed every time.

メール等で連絡をとること。

Available anytime by e-mail.

E-MAIL: arai@tokai-u.jp
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１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

臨床薬理学

薬学科

選択必修

７セメスター

⽕曜3限

2単位

髙橋 信⾏、佐藤 恵美⼦

〇

YPH-PHA352J

⽇本語

〇

本講義においては、創薬への応⽤を⽬的として薬学的⽴場からの概説に加え、医学的⽴場からの薬物療法につき各専⾨家が
概説する。

This course provides students with basic knowledge on pharmacotherapy necessary for bed-side medication and drug
development. Faculty staff members of the Graduate School of Medicine (including the Institute of Development, Aging
and Cancer), experts in each field, provide lectures, in an "omnibus" style.

病態の理解に基づく薬物療法の在り⽅を学習する。更に最新の疾病診断を学び、今後⾃らが⽬指す指導的⽴場の薬剤師とし
ての役割を⾃覚するとともに、将来の臨床薬学の担い⼿としての基本を学ぶ。

The purpose of this course is to help students better understand (1) practical medication based on pathophysiology of
each disease, (2) updated diagnostic approach for various diseased states, and (3) responsibility as a leading pharmacist
having basic knowledge useful for clinical practice and drug development.

1.腎疾患の病態と治療
E2-(3)-③-1〜3, E2-(3)-④-1, E3-(3)-③-1

2.⼼⾝医学
E2-(1)-③-5

3.過活動膀胱の病態・治療
E2-(3)-③-4〜6

4.造影剤、放射性医薬品を⽤いた画像診断の基本
C1-(1)-④-1〜5, F-(4)-①-９ C2-(6)-②-5

５.神経疾患の病態と治療
E2-(1)-②-1〜4, E2-(1)-③-8〜14, E2-(1)-④-1

6.移植医療と薬物療法
E2-(8)-③-1,2

７.腸内細菌叢を標的とした腎疾患治療虚⾎性⼼疾患の病態と治療
E2-(3)-①-1~8, E2-(3)-③-2,5

8.妊娠・授乳と薬
妊娠中・授乳中といった特殊な状況での薬物療法に関して概説する。
E1-(1)-①-７, E2-(3)-③-7〜8, E3-(3)-④-2, F(2)-④-2,13, F(3)- ③-2

9.脳⾎管障害・医療イノベーション概論
E3-(1)-⑥-1, E1-(1)-③-8〜14, E4-(1)-③-4

10.虚⾎性⼼疾患の病態と治療
E1-(1)-①-1〜9, E2-(3)-①-1〜6

11.電解質異常と薬物療法
E2-(1)-②-1〜4, E2-(1)-③-8〜14, E2-(1)-④-1

12.腎機能低下と薬物療法の考え⽅
E2-(3)-③-1~3, E2-(3)-④-1

13.内分泌学概論・各論
E2-(5)-②-1〜5, E2-(5)-③-1
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成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

14.がん化学療法概論・各論
E2-(1)-③-5

15⾼⾎圧・メタボリック症候群の病態と治療
E2-(3)-①-4

レポートで評価する。

臨床薬理学 ⽇本臨床薬理学会 医学書院 教科書

ローレンス臨床薬理学 ⼤橋京⼀、⼩林真⼀、橋
本敬太郎 ⻄村書店 参考書

IRB ハンドブック ロバート･J･アムダー 中⼭書店 参考書

今⽇の治療薬 2025 浦部晶夫, 島⽥和幸, 川合
眞⼀編集 南江堂 参考書

今⽇の治療指針 2025 ⼭⼝徹 医学書院 参考書

治療薬マニュアル 
2025 ⾼久史麿、⽮崎義雄 医学書院 参考書

新臨床腫瘍学 改訂第6
版 ⽇本臨床腫瘍学会 南江堂 参考書

参考書
第2回 「⼼⾝医学⽤語辞典 第3版【電⼦版】」 三輪書店
第3回 「過活動膀胱のサイエンス」 ⼭⼝蔵 著 リッチヒルメディカル社
第3回 １，過活動膀胱診療ガイドライン（第3版）リッチヒルメディカル社
     ２，過活動膀胱のサイエンス ⼭⼝脩（著作）リッチヒルメディカル社
第5回 1. 医学⽣・研修医のための神経内科学 神⽥隆 中外医学社
2. パーキンソン病実践診療マニュアル 第2版 武⽥ 篤編 中外医学社
3. 認知症テキストブック ⽇本認知症学会編 中外医学社
第12回 URL 腎機能低下時に最も注意が必要な薬剤投与量⼀覧
https://www.jsnp.org/ckd/yakuzaitoyoryo.php
第8回病気がみえるvol.10産科（医療情報科学研究所）
病気がみえるvol.9婦⼈科・乳腺外科（医療情報科学研究所）
これならわかる産科学（南⼭堂）
第9回 「今⽇の治療指針2024」医学書院
「治療薬マニュアル2024」医学書院
ステファノス・ゼニオス、ジョシュ・マコワー、ポール・ヨック[編] ．バイオデザイン（第1版）．⽇本医療機器産業連合
会、⽇本医⼯ものづくりコモンズ⽇本語版翻訳・監修．薬事⽇報社．2015年
ウェブサイト：東北⼤学病院ベッドサイドソリューションプログラム
アカデミック・サイエンス・ユニット ASU: https://www.asu.crieto.hosp.tohoku.ac.jp/
未来医療⼈材育成寄附部⾨ FDP https://www.fdp.hosp.tohoku.ac.jp/
第14回 新臨床腫瘍学第6版（南江堂）
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科⽬名

対象学科・専攻

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

臨床薬剤学

薬学科

７セメスター

⽔曜1限

2単位

秋⽥ 英万、⽥中 浩揮

YPH-PHA363J

⽇本語

〇

臨床薬物療法における投与設計において薬物の体内動態や薬物相互作⽤を理解し、理論的な理解の元に適切な投与量と投与
間隔を設定することは⾮常に重要である。臨床薬剤学では、薬剤学１と薬剤学２で講義した基礎的内容を踏まえて、特に、
臨床における薬剤学の応⽤について演習も取り⼊れながら理解する。また、最新の医薬モダリディーについて理解する。講
義の理解度を確認するため、⼩テストを⾏う。

The purpose of this class is to understand the advanced application of the physical pharmacy and pharmacokinetics
given by Pharmaceutics 1 and 2 in the clinics. Also, understand the latest pharmaceutical modalities. Small test will be
given in each lecture to evaluate the achievement of understandings.

・２-コンパートメント理論を理解し、臨床における応⽤を説明できるようになる。
・薬⼒動学を理解し、臨床における応⽤を説明できるようになる。
・臨床薬物設計理論の臨床における応⽤を説明できるようになる。
・最新の医薬モダリティーやそのDDSを説明できるようになる。

Upon completion of this class, a student should be able to:
·Formulate two-compartment model and explain its application for dosage regimen
·Explain the concept of pharmacodynamics and its application in clinics
·Design drug dosage regimens in clinics
·Explain latest pharmaceutical modalities and their DDS.

クラスルームコード：staubd4

1 ⾼⽥ 病理における薬剤学 E3‒(3)‒④‒1
2 吉岡 ワクチン製剤概論 E5‒(3)
3 井上 核酸医薬概論 E5‒(3)
4 佐藤 細胞医薬概論 E5‒(3)
5 野⼝ 抗体医薬概論 E5‒(3)
6 畠⼭ 癌治療モダリティ総論 E5‒(3) 
7 秋⽥ mRNA創薬とDDS E3‒(3)‒④‒1 E5‒(3)
8 秋⽥ 薬理遺伝学−１ E1-(1)-①-7、E3‒(3)‒①‒2
9 秋⽥ 薬理遺伝学−２ E1-(1)-①-7、E3‒(3)‒①‒2
10 ⽥中 薬動⼒学 E4-(2)-①-6
11 ⽥中 PK・速度論演習 E4-(2)-①-1~3
12 秋⽥ TDM1 E4‒(2)‒②‒1~4
13 秋⽥ TDM2 E4‒(2)‒②‒1~4
14 ⽥中 ⽣物薬剤学演習 E4-(2)-①-1~3  
15 ⽥中 物理薬剤学・製剤学演習 E5

1 Takada   Pharmaceutical science in hospital
2 Yoshioka Overview of Vaccine Formulation
3  Inoue     Overview of Nucleic acid therapy
4   Sato        Overview of Cell therapyInoue    
5   Noguchi Overview of antibody drug
6   Hatakeyama Overview of anti-cancer new medical modalities
7   Akita        mRNA-based therapeutics and DDS
8   Akita     Pharmacogenetics 1
9   Akita        Pharmacogenetics 2
10 Tanaka Pharmacodynamics
11 Tanaka Practice on pharmaco- kinetic modeling
12 Akita TDM1
13 Akita TDM2
14 Tanaka Biopharmaceutics exercise
15 Tanaka Physical Pharmaceutics / Pharmaceuticals exercise
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成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

⼩テスト(10%)、レポート(20%)、筆記試験(70%)の成績により総合的に評価する。

Students are evaluated on their points from all the small tests (10%), the regular examinations (70%), and the reports
(20%).

パートナー薬剤学 改訂
第四版

原島秀吉、伊藤智夫、寺
⽥勝英、伊藤清美 編集 南江堂 2022 ISBN978-4-524-40387-

5 参考書

授業前には、教科書及び参考図書を⽤いて授業内容の予備知識を事前に⾝につける。授業後は、演習課題に取り組み知識・
技能を定着させる。

Getting basic knowledge on each topic using the text book and references above as a pre-study and Trying several
practice problems as a review
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

処⽅箋解析学

薬学科

選択必修

７セメスター

⽔曜3限、⽔曜4限

2単位

佐藤 真由美

〇

YPH-PHA364J

⽇本語

〇

処⽅箋解析は、処⽅箋鑑査や疑義照会、患者への服薬説明などの患者の薬物療法への薬学的アプローチには必須の過程であ
る。より適正な薬物療法を構築していくことができるように、処⽅事例をもとに処⽅箋の読み⽅や考え⽅を理解する。また
Problem Based Learning (PBL)により、処⽅箋解析を通じ課題を⾒出して解決する⼒を⾝につける。

In the process of dispensing, it is essential to analyze and interpret a prescription.
Students learn about basic knowledge of prescription and appropriate pharmacotherapy for patients throughout case
analyses. Also this course provides students with opportunities to recognize directions and methods for solving problems
by self-learning, small group discussions, and presentations.

１．医療および薬剤師の業務における処⽅箋解析の位置付けや意義を説明できる。
２．処⽅および処⽅箋の構成要素について説明できる。
３．代表的な処⽅事例について、種々の情報をもとに医師の処⽅意図を推察できる。
４．代表的な処⽅事例について、より適正な処⽅を、根拠と共に提⽰できる。
５．代表的な処⽅事例について、服薬後に観察すべき主な項⽬を説明できる。

The purpose of this course is to help students understand and interpret the prescription.

1．処⽅箋概論：調剤と処⽅箋に関わる法規、医薬品と剤形、処⽅の成⽴ち、薬剤師にとっての処⽅箋解析の位置付けや意義
について理解する。
（A-(1)-②-3、A-(1)-③-1、A-(2)-③-1、B-(2)-①-1、F-(1)-③-1,2、F-(2)-①-1 、F-(2)-②-1,3,4,5、F-(3)-③-4）

2．処⽅事例解析⼊⾨：処⽅事例に合った医薬品情報および患者情報の利⽤について学ぶ。また、⾃⼰学習ならびにグループ
ワークの進め⽅について理解する。
以降14回まで2回ずつを単位として代表的な疾患に対する事例を取り上げ、処⽅箋解析を学ぶ。 
（A-(3)-①-7,8,9、A-(5)-①-1,2,3,4,5、A-(5)-③-1、F-(3)-②-1、F-(3)-③-1）

3．基本事例解析 (1)：⾼⾎圧、糖尿病などの事例を解析する。
（E2-(3)-①-4、E2-(5)-①-1,2,3、F-(2)-②-1、F-(2)-④-6、F-(2)-⑥-1,2、F-(3)-②-1、F-(3)-③-1,8）
4．基本事例解析 (1)：担当事例のグループ討議をもとに、発表と質疑応答を⾏う。
（A-(3)-①-7,8,9、F-(3)-③-1,8、F-(3)-④-1,4）

5．基本事例解析 (2)：⼼疾患や脳⾎管障害などの事例を解析する。
（E2-(3)-①-1,2,3,4、F-(2)-②-1、F-(2)-④-6、F-(2)-⑥-1,2、F-(3)-②-1、F-(3)-③-1,8）
6．基本事例解析 (2)：担当事例のグループ討議をもとに、発表と質疑応答を⾏う。
（A-(3)-①-7,8,9、F-(3)-③-1,8、F-(3)-④-1,4）

7．基本事例解析 (3)：精神神経疾患などの事例を解析する。
（E2-(1)-③-4,7,10、F-(2)-②-1、F-(2)-④-6、F-(2)-⑥-1,2、F-(3)-②-1、F-(3)-③-1,8）
8．基本事例解析 (3)：担当事例のグループ討議をもとに、発表と質疑応答を⾏う。
（A-(3)-①-7,8,9、F-(3)-③-1,8、F-(3)-④-1,4）

9．ポートフォリオ省察・基本事例解析 (4)：消化器疾患などの事例を解析する。
（A-(5)-①-4、E2-(4)-②-2,3、F-(2)-②-1、F-(2)-④-6、F-(2)-⑥-1,2、F-(3)-②-1、F-(3)-③-1,8）
10．基本事例解析 (4)：担当事例のグループ討議をもとに、発表と質疑応答を⾏う。
（A-(3)-①-7,8,9、F-(3)-③-1,8、F-(3)-④-1,4）

11．基本事例解析 (5)：免疫・アレルギー疾患などの事例を解析する。
（E2-(2)-①-1,2,3,8、F-(2)-②-1、F-(2)-④-6、F-(2)-⑥-1,2、F-(3)-②-1、F-(3)-③-1,8）
12．基本事例解析 (5)：担当事例のグループ討議をもとに、発表と質疑応答を⾏う。
（A-(3)-①-7,8,9、F-(3)-③-1,8、F-(3)-④-1,4）

13．基本事例解析 (6)：呼吸器疾患、感染症などの事例を解析する。
（E2-(2)-②-2,9、E2-(4)-①-1,2、E2-(7)-③-1、F-(2)-②-1、F-(2)-④-6、F-(2)-⑥-1,2、F-(3)-②-1、F-(3)-③-1,8）
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成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

14．基本事例解析 (6)：担当事例のグループ討議をもとに、発表と質疑応答を⾏う。
（A-(3)-①-7,8,9、F-(3)-③-1,8、F-(3)-④-1,4）

15．応⽤事例解析：がんの症例を取り上げ、種々の情報を加味して処⽅事例解析を⾏う。担当事例のグループ討議をもと
に、発表と質疑応答を⾏う。
（A-(1)-③-1、A-(3)-①-7,8,9、A-(5)-①-2,3,4、E1-(3)-2、E1-(4)-1,2、E2-(7)-⑦-3、E2-(7)-⑧-1,3,4,8、E2-(11)-①-1,2,3、
E3-(1)-③-1,2、E3-(2)-②-3、E3-(3)-⑤-1、F-(3)-②-1、F-(3)-③-1,8、F-(3)-④-1,4）

1．Introduction(1)：Prescription and Dispensing Process
2．Introduction(2)：Drug Information for the Analyses, Guidance for Group Work and Self-Learning
3．Basic case analysis (1)：Hypertension, Diabetes Mellitus; group work and self-learning
4．Basic case analysis (1)：Hypertension, Diabetes Mellitus; presentation and discussion
5．Basic case analysis (2)：Cardiovascular Disorders, Thrombosis; group work and self-learning
6．Basic case analysis (2)：Cardiovascular Disorders, Thrombosis; presentation and discussion
7．Basic case analysis (3)：Psychiatric Disorders; group work and self-learning
8．Basic case analysis (3)：Psychiatric Disorders; presentation and discussion
9．Basic case analysis (4)：Gastrointestinal Disorders; group work and self-learning
10．Basic case analysis (4)：Gastrointestinal Disorders; presentation and discussion
11．Basic case analysis (5)：Immune disorders, Allergies; group work and self-learning
12．Basic case analysis (5)：Immune disorders, Allergies; presentation and discussion
13．Basic case analysis (6)：Respiratory Disease, Infectious Disease; group work and self-learning
14．Basic case analysis (6)：Respiratory Disease, Infectious Disease; presentation and discussion
15．Advanced case analysis：Neoplastic Disorders; group work, self-learning, presentation and discussion

⼩テスト（70 %）、レポート（25 %）、参加態度（5 %）をもとに評価する。

Minute Paper 70 %, Report 25 %, Presentations 5 %

第⼗四改訂調剤指針 増
補版 ⽇本薬剤師会 薬事⽇報社 2022 参考書

今⽇の治療指針 2025 医学書院 2025 参考書

治療薬ハンドブック
2025 じほう 2025 参考書

治療薬マニュアル 2025 医学書院 2025 参考書

今⽇の治療薬2025 南江堂 2025 参考書

レポートを活⽤して復習することを奨励する。

Encourage to use the reports to review their studies.

・第1〜14回の授業は、6⽉4⽇、6⽉11⽇、6⽉18⽇、6⽉25⽇、7⽉2⽇、7⽉9⽇、7⽉16⽇の3・4時限に実施する。第15回
の授業は7⽉23⽇(⽔)の3時限に実施する。
・C102教室（情報教育室）で、各種情報源を利⽤しながら授業を進める。
・第3〜15回の授業は、PBLで実施する。

オフィスアワーは⽔曜⽇9:00〜17:00。メールなどでアポイントメントを取ってから来訪のこと。連絡先は授業中に⽰す。

Office hours are from 9:00 to 17:00 on Wednesdays. Make an appointment in advance via e-mail. The contact information
for the lecturer will be given in class.
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

薬物療法学２

薬学科

必修

８セメスター

⽕曜1限、⽕曜2限

2単位

平塚 真弘

〇

YPH-PHA373J

⽇本語

〇

薬物療法学２では⾻・関節疾患、⽪膚疾患、アレルギー・免疫疾患、呼吸器・胸部疾患について、各疾患の概要を学ぶとと
もに、患者の症状、検査所⾒から病因・病名を推定し、治療⽅針および処⽅を決定する⽅法を理解する。

In this course, students will learn about bone･joint disease, skin disease, allergy･immune disease, and respiratory･chest
disease and understand a means of estimating a disease cause and a disease name from a patientʼs condition and
inspection findings and determining a treatment policy and the prescription drugs.

各患者の症状、検査所⾒から、治療⽅針を⽴案し、具体的な処⽅例を提⽰できるようになる。

The purpose of this course is to help students develop a treatment policy from inspection findings and present a specific
prescription example.

１．⾻・関節疾患（Ⅰ） Bone/joint disease (1)
E2-(2)-③-1,2
２．⾻・関節疾患（Ⅱ） Bone/joint disease (2)
E2-(2)-③-3,4
３．呼吸器・胸部疾患（Ⅰ） Respiratory/chest disease (1)
E2-(4)-①-1,2,4
４．呼吸器・胸部疾患（Ⅱ） Respiratory/chest disease (2)
E2-(7)-③-1; E2-(7)-④-3
５．呼吸器・胸部疾患（Ⅲ） Respiratory/chest disease (3)
E2-(4)-①-3,4
６．呼吸器・胸部疾患（Ⅳ） Respiratory/chest disease (4)
E2-(7)-③-1
７．アレルギー・免疫疾患（Ⅰ） Allergy/immune disease (1)
E2-(2)-①-1,2,3; E2-(2)-②-1,2,5; E2-(7)-④-5
８．アレルギー・免疫疾患（Ⅱ） Allergy/immune disease (2)
E2-(2)-②-7,8
９．⽪膚疾患（Ⅰ） Skin disease (1)
E2-(2)-②-3; E2-(6)-③-2
１０．⽪膚疾患（Ⅱ） Skin disease (2)
E2-(2)-②-4; E2-(6)-③-4
１１．⽪膚疾患（Ⅲ） Skin disease (3)
E2-(2)-②-6; E2-(6)-③-4
１２．⽪膚疾患（Ⅳ） Skin disease (4)
E2-(2)-②-3,6; E2-(6)-③-4
１３．その他の薬物療法（Ⅰ） Other drug therapy (1)
E2-(2)-②-9
１４．その他の薬物療法（Ⅱ） Other drug therapy (2)
E2-(1)-③-1; E2-(7)-⑨-1,2
１５．その他の薬物療法（Ⅲ） Other drug therapy (3)
E2-(7)-⑧-3; E2-(3)-③-6,7,8

筆記試験（100%）をもとに評価する。

Students are evaluated on the final examination (100%).

『薬物治療学』 吉尾隆 南⼭堂 参考書
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授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

授業時間は限られているので、⾃主学習が重要になる。予習・復習を必ず⾏うようにすること。

The session time is limited and therefore self-directed learning is important. Students are required to prepare and review
for each class.
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

薬物療法学３

薬学科

必修

８セメスター

⽉曜1限、⽉曜2限

2単位

髙橋 信⾏、佐藤 恵美⼦

〇

YPH-PHA374J

⽇本語

〇

薬物療法学３では、⼼臓・⾎管系疾患、腎・泌尿器系疾患、消化器系疾患、内分泌・代謝疾患について各疾患の概要を学ぶ
とともに、患者の症状、検査所⾒から病因・病名を推定し、治療⽅針および処⽅を決定する⽅法を理解する。また、使⽤さ
れる個々の薬物の⽬的、根拠、⽅法、使⽤量、期待される効果、副作⽤等を学ぶ。

This course provides students with basic knowledge on the etiology and therapeutic strategy in the treatment of
cardiovascular disease, kidney and urinary tract disease, endocrine disease, and digestive system disease.

各患者の症状、検査所⾒から、治療⽅針を⽴案し、具体的な処⽅例を提⽰できるようになる。

The purpose of this course is to help students propose treatments and prescriptions for patients, based on their chief
complaints, symptoms, physical examinations, and laboratory findings.

１・２．⼼・⾎管系疾患（１） Cardiovascular system disease 1
C7-(1)-⑦-1〜3, C7-(2)-⑤-1, E2-(3)-①-1〜6, ア-E2-(3)

３・４．⼼・⾎管系疾患（２） Cardiovascular system disease 2
C7-(1)-⑦-1〜3, C7-(2)-⑤-1, E2-(3)-①-1〜6

５・６．腎・泌尿器系疾患 Kidney and urinary tract system disease
C7-(1)-⑩-1, C7-(2)-⑦-1,2, E2-(3)-③-1〜5, ア-E2-(3)

７・８．内分泌代謝疾患 Endocrine system disease
C7-(1)-⑫-1, C7-(2)-②-1, C7-(2)-③-1, C7-(2)-④-1, E2-(5)-②-1〜5, ア-E2-(5)

９・１０．消化器系疾患（１） Digestive System Disease 1
C7-(1)-⑨-1,2, E2-(4)-②-1〜9

１１・１２．消化器系疾患（２） Digestive System Disease 2
C7-(1)-⑨-1,2, E2-(4)-②-1〜9

１３・１４・１５．消化器系疾患（３） Digestive System Disease 3
C7-(1)-⑨-1,2, E2-(4)-②-1〜9

筆記試験（80％）と平常点（20％）で評価する。

Students are evaluated comprehensively based on a written examination (80%) and class performance (20%).

薬剤師・薬学⽣のための
臨床医学 ⽮崎義雄、乾賢⼀ ⽂光堂 参考書

今⽇の治療薬 2021 浦部昌夫／島⽥和幸／川
合眞⼀ 南江堂 参考書

疾病と病態⽣理・改訂第
4版

市⽥公美/辻勉/秋葉聡/
編集 南江堂 参考書
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授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

講義で得られた知識を復習し、薬剤師として役⽴てることができるように、⾝に着ける

Students deepen understanding and improve how to plan therapeutic strategy, formulation, and basic precautions in the
treatment of various diseases as pharmacists.
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

臨床検査学

薬学科

必修

８セメスター

⽉曜3限、⽉曜4限

2単位

⼤江 知⾏、前川 正充、平塚 真弘、松本 洋太郎

〇

YPH-PHA311J

⽇本語

〇

診療における臨床検査の役割は、各種疾患が⽰す病態の結果として起こる⽣体の変化を客観的に捉え、疾患の診断、あるい
は治療の指標とすることである。したがって、臨床検査を理解する事は疾患の病態を理解する上においても重要である。講
義ではこのような視点から、臨床検査の役割を踏まえて各種疾患の病態を理解するとともに、薬剤師としての臨床検査デー
タの読み⽅、遺伝的、年齢的、⽣理的要因や合併症などの背景を踏まえたテーラーメイド薬物治療との関連も考える。

Clinical tests in medical care are used for diagnosis and medical treatment, because the objective evidence of
physiological changes resulted from disease can be obtained.  Therefore, studying each clinical test is important to
understand the symptom resulted from a disease.  This course covers how to read clinical data together with patient
background (genetic, age, physiological, complication, etc.) and aims to help students understand the relationship
between clinical test and disease specific symptoms.

⾝体の病的変化を病態⽣理学的に理解するために、代表的な症候と臨床検査値に関する基本的知識を習得する。更に、個々
の患者に応じた投与計画を⽴案できるようになるために、薬物治療の個別化に関する基本的知識と技能を習得する。

Basic knowledge of typical symptoms and the meaning of clinical data are acquired in order to understand each disease
by physiological change.  Basic knowledge for personalized medicine are acquired in order to make an administrating
plan for individual patient

１．臨床検査学概論 Introduction: Clinical Laboratory Medicine E1-(2)-②; E3-(3); E4-(2)-②
２．テーラーメイド薬物治療 I Personalized medicine I E3-(3)-①-1,2,3
３．テーラーメイド薬物治療 II Personalized medicine II E3-(3)-②-1,2
４．テーラーメイド薬物治療 III  Personalized medicine III E3-(3)-④-2,3
５．テーラーメイド薬物治療 IV  Personalized medicine IV E3-(3)-③-1,2,3
６．テーラーメイド薬物治療 V  Personalized medicine V E4-(2)-②-1,2,3,4
７．症候 Symptoms E1-(2)-①-1
８．⽣体成分の分析 Analysis of endogenous compounds E1-(2)-②-1
９．内分泌関連の検査I Endocrinology test I E2-(5)-①,②
１０．内分泌関連の検査II Endocrinology test II E2-(5)-①,②
１１．遺伝⼦検査I Genetic test I E1-(2)-②
１２．遺伝⼦検査II Genetic test II E1-(2)-②
１３．微⽣物検査 Microbiology test
１４．⾎液・⽣理検査など実際の業務 Practical work for blood and physiological tests
１５．テーラーメイド薬物治療 VI  Personalized medicine VI E1-(2)-②; E3-(3); E4-(2)-②

講義中に⾏う⼩テストやレポートの点数を基に評価する（100点換算した各回の点数の合計÷出席回数）。

薬学⽣のための臨床化学 
改訂第３版 後藤順⼀、⽚⼭善章 南江堂 2010 参考書

薬剤師のための臨床検査
ハンドブック 第2版 前⽥昌⼦、⾼⽊康 丸善 2011 参考書
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授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

薬事関係法規２

薬学科

必修

８セメスター

⽕曜4限

1単位

⾦野 智浩

〇

YPH-PHA381J

⽇本語

〇

将来、薬剤師として社会において活動を⾏う際に必要となる「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関
する法律（以下「薬機法」と略記）」、「薬剤師法」、「⿇薬及び向精神薬取締法」及びその他薬事関係法規、医療関係法規、社
会保障関係法規等について理解する。

In this course, students will understand several laws to be necessary when they will be active as a pharmacist in society
in the future: e. g. “Pharmaceutical and Medical Device Act,” “Pharmacist Act,” “Poisonous and Deleterious Substances
Control Act,” “Narcotics and Psychotropics Control Act,” and other pharmaceutical related laws, medical service related
laws, and social security related laws.

薬剤師国家試験を⾒据えて、将来、薬剤師として社会において活動を⾏う際に必要となる「薬機法」をはじめ、医療、保険
等関連法規を理解する。これら法規の趣旨、変遷を学び、薬剤師が医療の担い⼿として何を求められているのかを認識し、
関係法規を活⽤できるようにする。

A pharmacist state examination is contemplated, and students will understand “Pharmaceutical and Medical Device
Act,” and medical service and insurance related laws to be necessary when the pharmacist is active in society in the
future. The aim of this course is to help students learn the purposes and changes of these laws, recognize what the
pharmacist as a medical bearer is required, and utilize the laws concerned.

担当教員 ⽊村 隆弘（⾮），⽯橋 毅（⾮）
Instructor: Takahiro Kimura, Tsuyoshi Ishibashi

１．薬剤師の使命、倫理、薬事関係法令の構成 Mission and ethic of the pharmacist, Pharmaceutical related laws outline
医療と薬学の歴史を認識し，医療の担い⼿である薬剤師の役割を理解するとともに，薬剤師としての使命感，⽣命医療に係
る倫理観を⾝に付ける。
担当：⽊村
コアカリ：A-(1)-①,②,④，A-(2)-①,②,③,④

２．薬剤師法 Pharmacist Act
⼈と社会に関わる薬剤師として⾏動するために，薬剤師の免許，任務，業務に関する規定を理解する。また地域包括ケアと
の関わりを学ぶ。
担当：⽊村
コアカリ：A-(3)-①,②，A-(4)，B-(1)，B-(2)-①，B-(4)-①

３．薬機法（１） Pharmaceutical and Medical Device Act (1)
薬機法における⽬的と医薬品等の定義，及び薬局，医薬品・医療機器等販売業について学び，医薬品等の取扱いに関する規
定について理解する。
担当：⽊村
コアカリ：B-(2)-②

４．薬機法（２） Pharmaceutical and Medical Device Act (2)
医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について学び，製造販売後調査・安全対策について理解する。
担当：⽊村，⽯橋
コアカリ：B-(2)-②

５．⿇薬及び向精神薬取締法等 Narcotics and Psychotropics Control Act
⿇薬，向精神薬，覚醒剤原料の取扱いに係る規定について学び，覚醒剤，⼤⿇，あへん，指定薬物等の乱⽤防⽌に係る規制
について理解する。
担当：⽊村，⽯橋
コアカリ：B-(2)-③

６．毒物及び劇物取締法・⽣物由来製品関連法 Deleterious Substances Control Act
毒物劇物の取扱いに係る規定について理解する。⽣物由来製品及び再⽣医療等製品の取扱い，⾎液供給体制について学ぶ。
担当：⽊村
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授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

コアカリ：B-(2)-②,③

７．医療法、薬害の歴史、副作⽤被害者救済制度等 Medical Act, The history of the harmful effect, Side effect victim
relief system
医療の理念と医療の担い⼿の責務，医療提供体制に関する医療法の規定について理解する。医薬品等による健康被害救済制
度について，薬剤師の役割を学ぶ。
担当：⽊村
コアカリ：A-(1)-③，B-(2)-①

８．健康保険法、薬価基準、療養担当規則等 The health insurance method, Price standards for medicines prescribed
under the Health Insurance System, Medical treatment charge rule
⽇本の社会保障制度の現状を学び，地域の保健，医療，福祉の連携体制と薬剤師の役割について理解する。
担当：⽊村
コアカリ：A-(5)-①，B-(3)-①,②，B-(4)-①,②

筆記試験(100%)による。

Evaluation is performed comprehensively based on the final examination (100%).

薬事法規・制度及び倫理
解説 （年度版） 薬事⽇報社 参考書

薬事衛⽣六法（年版） 薬事⽇報社 参考書

講義内容は薬剤師国家試験出題基準（http://www.jshp.or.jp/cont/10/1015-1.pdf）に掲載されている項⽬を重点的に実施す
る。

＜オフィスアワー＞
メールでアポイントを取ってから⾮常勤講師室で講義前後に⾏う。
E-mail: hourai6316@yahoo.co.jp
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時
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担当教員
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授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

セルフメディケーション学

薬学科

選択必修

８セメスター

集中講義

1単位

富岡 佳久

〇

YPH-PHA377J

⽇本語

当科⽬は東⽇本⼤震災関連科⽬として、平時より地域住⺠のセルフケア・セルフメディケーション⽀援と、緊急時における
対応者として必要となるセルフケア・健康管理、疾病予防、公衆衛⽣、防災・減災、災害医療等に関する知識・態度を学
ぶ。OTC医薬品の適正使⽤について学ぶ。薬剤師によるトリアージとその対応を学ぶ。またかかりつけ薬剤師制度、多職種
連携協働の重要性を学び、広義でのチーム医療の⼀員としての在り⽅、病院、薬局、⾏政、企業、⼤学で働く薬剤師として
の地域における今後の役割を考える機会とする。
授業は，講義や⾒学とともに少⼈数グループによる調査、発表、討論を⾏う。

This course is related to the Higashi Nihon Dai-shin-sai (Great East Japan Earthquake) and is related to self-care and
self-medication support for local residents from normal times, and self-care and health management, disease prevention,
public health, disaster prevention and mitigation, disaster medical care, etc., which are required as emergency
responders. Learn knowledge and attitude for then. Learn about proper use of OTC drugs. Learn triage by pharmacists
and how to respond. You will also learn about the importance of the family pharmacist system, multi-professional
collaboration, and the role of a member of team medicine in a broad sense, and the future role of a pharmacist working
in hospitals, pharmacies, governments, companies, and universities. Classes include lectures and tours, as well as small
group discussions and presentations.

各患者の症状、検査所⾒から、治療⽅針を⽴案し、具体的な処⽅例を提⽰できるようになる。

Based on each patient's symptoms and laboratory findings, treatment strategies or support can be planning and
formulated and specific prescription examples can be presented.

富岡 佳久（薬）、加茂 雅⾏（⾮）、⾼橋 ⽂章（⾮）、斎藤 涼⼦（⾮）、轡 基治（⾮）、佐賀 英利（⾮）、崎野 健⼀（⾮）

１．総論 富岡
OTC医薬品、セルフケア・セルフメディケーションの基本的知識を学ぶ。東⽇本⼤震災時における⼤学教員の対応を知る。
災害対応について討論する。
Learn basic knowledge of OTC medicines, self-care and self-medication. Learn about the response and activities of
university faculty members during the Great East Japan Earthquake.
A-(1)-①-1,3,4; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1,3; A-(1)-④-4; A-(2)-①〜③; A-(3)-①,②; A-(4); B-(1); B-(2)-①; B-(3)-①; B-(4)-
①-4,5; E2-(9)-1〜3,5〜7; F-(5)-①-1〜3, F-(5)-③-1,2,4; F-(5)-④-1

２．OTC医薬品と分類（Ⅰ） 崎野
OTC医薬品に関わる法律、OTC医薬品の分類、OTC医薬品や薬局医薬品を⽤いたセルフメディケーションを学ぶ
Learn the laws related to OTC drugs, classification of OTC drugs, and self-medication using OTC drugs and pharmacy
drugs.
A-(1)-①-1,3,4; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1,3; A-(1)-④-4; A-(2)-①〜③; A-(3)-①,②; A-(4); B-(1); B-(2)-①; B-(3)-①; B-(4)-
①-4,5; E2-(9)-1〜3,5〜7; F-(5)-①-1〜3, F-(5)-③-1,2,4

３．OTC医薬品と分類（Ⅱ） 崎野
OTC医薬品に関わる法律、OTC医薬品の分類、OTC医薬品や薬局医薬品を⽤いたセルフメディケーションを学ぶ
Learn the laws related to OTC drugs, classification of OTC drugs, and self-medication using OTC drugs and pharmacy
drugs.
A-(1)-①-1,3,4; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1,3; A-(1)-④-4; A-(2)-①〜③; A-(3)-①,②; A-(4); B-(1); B-(2)-①; B-(3)-①; B-(4)-
①-4,5; E2-(9)-1〜3,5〜7; F-(5)-①-1〜3, F-(5)-③-1,2,4

４．薬局での⽀援（Ⅰ） 斎藤
薬局におけるプライマリケアとセルフメディケーションについて講義演習を通じて学ぶ。
Learn primary care and self-medication in pharmacies through lecture exercises.
A-(1)-①-1,3,4; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1,3; A-(1)-④-4; A-(2)-①〜③; A-(3)-①,②; A-(4); B-(1); B-(2)-①; B-(3)-①; B-(4)-
①-4,5; E2-(9); F-(5)-①-1〜3, F-(5)-③-1〜4

５．薬局での⽀援（Ⅱ） 轡
薬局におけるプライマリケアとセルフメディケーションについて講義演習を通じて学ぶ。
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授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

Learn primary care and self-medication in pharmacies through lecture exercises.
A-(1)-①-1,3,4; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1,3; A-(1)-④-4; A-(2)-①〜③; A-(3)-①,②; A-(4); B-(1); B-(2)-①; B-(3)-①; B-(4)-
①-4,5; E2-(9); F-(5)-①-1〜3, F-(5)-③-1〜4

６．災害対応（Ⅰ） 加茂・⾼橋
東⽇本⼤震災時の薬剤師による⽀援を学ぶ。
Learn the support of pharmacists during the Great East Japan Earthquake.
A-(1)-①-1,3,4; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1,3; A-(1)-④-4; A-(2)-①〜③; A-(3)-①,②; A-(4); B-(1); B-(2)-①; B-(3)-①; B-(4)-
①-4,5; E2-(9)-1〜3,5〜7; F-(5)-①-1〜3, F-(5)-③-1,2,4; F-(5)-④

７．災害対応（Ⅱ） 佐賀
東⽇本⼤震災時の薬剤師による⽀援を学ぶ。
Learn the support of pharmacists during the Great East Japan Earthquake.
A-(1)-①-1,3,4; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1,3; A-(1)-④-4; A-(2)-①〜③; A-(3)-①,②; A-(4); B-(1); B-(2)-①; B-(3)-①; B-(4)-
①-4,5; E2-(9)-1〜3,5〜7; F-(5)-①-1〜3, F-(5)-③-1,2,4; F-(5)-④

８．医薬品情報 佐賀
地域住⺠、医師、看護師への情報提供のあり⽅を学ぶ。
Learn about the approach to providing drug information to local residents, doctors, and nurses.
A-(1)-①-1,3,4; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1,3; A-(1)-④-4; A-(2)-①〜③; A-(3)-①,②; A-(4); B-(1); B-(2)-①; B-(3)-①; B-(4)-
①-4,5; E2-(9)-1〜3,5〜7; F-(5)-①-1〜3, F-(5)-③-1,2,4; F-(5)-④

各回のレポート（100%）をもとに評価する。

薬剤師のための災害対策
マニュアル ⽇本薬剤師会編 薬事⽇報社

予習：講義時間までに指定した参考書の関連項⽬を読む。
復習：講義内容の概要をまとめる。理解不⾜の部分については参考書関連項⽬で学び、理解を深める。

オフィスアワー
 メールでアポイントメントを取ってから来訪のこと。 
 E-MAIL: ytomioka@tohoku.ac.jp

SGD：第１回、第８回（体験学習：モバイルファーマシー）、ロールプレイ：第4回・第5回・第6回
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成績評価⽅法

臨床コミュニケーション学

薬学科

必修

８セメスター

集中講義

1単位

富岡 佳久

〇

YPH-PHA301J

⽇本語

〇

患者・⽣活者、他の職種との対話を通じて相⼿の⼼理、⽴場、環境を理解し、信頼関係を構築するために役⽴つ基本的能⼒
を⾝につける。
授業は，講義とともに少⼈数グループによる調査、発表、討論を⾏う。

Through dialogue with patients / consumers and other occupations, acquire the fundamental ability to understand the
psychology, position, and environment of the other person and to build trust. In the class, surveys, role
play/presentations, and discussions are conducted by small groups together with lectures

各患者の症状、検査所⾒から、治療⽅針を⽴案し、具体的な処⽅例を提⽰できるようになる。

Based on each patient's symptoms and laboratory testʼs data, pharmacotherapy/treatment strategies can be planned
and presented of actual prescription examples

１・２．症例検討（Ⅰ） Case study (1)
コミュニケーションと基本的なソーシャルコミュニケーションスキルについて学ぶ。悪い知らせの伝え⽅、クレーム対応の
基本を説明できる。
ロールプレイを通じて、２型糖尿病毒者への対応を学ぶ。
Learn about communication and basic social communication skills. Be able to explain how to give bad news and the
basics of handling complaints.
Learn how to deal with people with type 2 diabetes toxicity through role play.
A-(1)-①-1-4,; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1; A-(2)-③; A-(3)-①; F-(2)-④-1; F-(3)-①-1; F-(3)-③-3; F-(4)-①-1,3; F-(4)-②-1;
F-(5)-②-1; F-(5)-③-4

３・４．症例検討（Ⅱ） Case study (2)
ロールプレイを通じて、精神神経病患者への対応を学ぶ。
Learn to deal with neuropsychiatric patients through role-play.
A-(1)-①-1-4,; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1; A-(2)-③; A-(3)-①; E2-(1)-③-10; F-(2)-④-1; F-(3)-①-1; F-(3)-③-3; F-(4)-①-1,3;
F-(4)-②-1; F-(5)-①-1〜3

５・６．症例検討（Ⅲ） Case study (3)
ロールプレイを通じて、アレルギー疾患患者への対応を学ぶ。
Learn to deal with patients with allergic diseases through role-play.
A-(1)-①-1-4,; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1; A-(2)-③; A-(3)-①; E2-(7)-⑨-1,2; F-(2)-④-1; F-(3)-①-1; F-(3)-③-3; F-(4)-
①-1,3; F-(4)-②-1

７．対⼈コミュニケ−ションの基本（Ⅰ） Basics of interpersonal communication (1)
演習を通じて対⼈コミュニケーションスキルを学ぶ。
Learn interpersonal communication skills through exercises.
A-(1)-①-1-4,; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1; A-(2)-③; A-(3)-①

８．対⼈コミュニケ−ションの基本（Ⅱ） Basics of interpersonal communication (2)
演習を通じて対⼈コミュニケーションスキルを学ぶ。
Learn interpersonal communication skills through exercises.
A-(1)-①-1-4,; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1; A-(2)-③; A-(3)-①

９．対⼈コミュニケ−ションの基本（Ⅲ） Basics of interpersonal communication (3)
演習を通じて対⼈コミュニケーションスキルを学ぶ。
Learn interpersonal communication skills through exercises.
A-(1)-①-1-4,; A-(1)-②-1,2,6; A-(1)-③-1; A-(2)-③; A-(3)-①

各回のレポート（100%）をもとに評価する。

Evaluate based on each report (100%).
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教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

臨床薬学テキストシリー
ズ 薬学と社会 乾 賢⼀ 中⼭書店 参考書

薬剤師と薬学⽣のための
コミュニケーション実践
ガイド

⽵内由和 じほう 参考書

予習：講義時間までに指定した参考書の関連項⽬を読む。
復習：講義内容の概要をまとめる。理解不⾜の部分については参考書関連項⽬で学び、理解を深める。

Preparation: Read related items in the reference book specified by the lecture time.
Review: Summarize the outline of the lecture content. Learn the parts of the lack of understanding in the reference book
related items to deepen your understanding.

SGD：第１〜６回、ロールプレイ：第１回〜９回
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

薬学英語

薬学科4年

必修

８セメスター

⽕曜3限

1単位

⾦野 智浩、松沢 厚、髙橋 信⾏、富岡 佳久、⼤江 知⾏、吉戒 直彦

YPH-PHA302J

英語と⽇本語
English and Japanese

〇

薬学英語は、国際的な視野で⾼度な薬学領域の知識や情報を獲得し、また専⾨的な⽴場からグローバルに情報交換をはかる
ために重要である。本講義では、専⾨領域で⽤いられる⽤語や表現を学ぶとともに国際的なコミュニケーションの感覚を磨
くことを⽬的とする。

Pharmacy English is important for acquiring knowledge and information in advanced pharmaceutical fields from an
international perspective and for globally exchanging information from a professional standpoint of view. In this lecture,
we aim to learn the terms and expressions used in pharmaceutical fields and to develop a sense of international
communication.

薬学英語に必要と考えられる化学系、⽣物系、医療系の専⾨的な英語の⽤語、⽤法を理解し、実際に情報の収集、交換、発
信に⽤いることができるようになる。

Understand the specialized English terms and usage of chemistry, biology, medical care which are considered to be
necessary for pharmaceutical English, and can be used for collecting, exchanging and transmitting information.

1 ⾦野(薬) ガイダンス 講義概要およびスケジュール説明 G-(3)
Konno Guidance Lecture overview

2 松沢(薬) ⽣物系薬学英語リーディング・ライティング 英語学術論⽂の構成と読み⽅・書き⽅を実際の作業を通して学ぶ。 
A-(5)-①, G-(3)
Matsuzawa English reading and writing in biology
Learn composition of the paper to read and write it by yourself.

3 髙橋(薬) 医療系薬学英語コミュニケーション 英語を⺟国語とする研究者の講演をもとに英語でのコミュニケーションを
学習する。 G-(3)
Takahashi English communication in medical care
Learn English communication based on a lecture by a native speaker.

4 富岡(薬) 医療系薬学英語リーディング・ライティング 医療系⽂書を理解し、さまざまな場⾯を設定した英⽂の組み⽴て
について学ぶ。 A-(5)-①
Tomioka English reading and writing in medical care
Understand medical documents and learn English sentences in various scenes.

5 ⼤江(薬) 化学系薬学英語コミュニケーション 研究室（留学先、訪問先）での基本的英会話について学ぶ。 A-(5)-①
Oe English communication in chemistry
Learn basic English conversation at a laboratory.

6 吉戒(薬) プレゼンテーション 英語でのプレゼンテーションついて学ぶ。 A-(5)-①
Yoshikai English presentation
Learn scientific presentation in English.

7 ⾦野(薬) 総合演習 英語でのプレゼンテーションを実践する。 A-(5)-①, G-(3)
Konno Practice
Practice English presentation

8 ⾦野(薬) 総合演習 英語でのプレゼンテーションを実践する。 A-(5)-①, G-(3)
Konno Practice
Practice English presentation

平常点(50%)、およびレポート(50%)により評価する。

Evaluated by class performance (50%) and report (50%)
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教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

指定しない

Not specified

・各講師の授業実施⽇は別途連絡する。 Lecture schedule will be notified on a message board.

メールなどでアポイントメントを取ってから来訪のこと。各講師の連絡先は学⽣便覧巻末を参照すること。

Make an advance appointment via e-mail or other means. (See student handbook)
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

専⾨薬学実習１

薬学科

必修

６セメスター

集中講義

6単位

薬学部教員

YPS-PHA391J

⽇本語

〇

基礎薬学実習で学んだ実践的知識や基礎実験技術を有機的に関連づけることにより、研究課題を達成する能⼒を修得する。
本実習は、５年次以降に実施される課題研究で必要とされる能⼒を⾝に付けるためのものとして位置づけられる。

Students will develop skills to solve research themes by organic association of the practical knowledge and basic
experiment skills studied in basic pharmaceutical training. This training are located to develop skills that are necessary
for Research Training held in 5th and 6th grade.

研究課題を理解したうえで、課題を達成するための⽅法を論理的に考え、実験を実⾏できる。

The purpose of this course is to understand research themes and do experiments thinking the purpose to achieve
themes logically.

配属された分野の教員から、テーマが与えられて実習を⾏う。さらに、分野で⾏われるセミナーに参加する。

Students do training based on the theme given by the supervisor of the laboratory. Moreover, students are required to
participate in the seminar held in the laboratory.

G-(1)-1〜4、G-(2)-1〜3、G-(3)-1〜6

実習やセミナーの取り組みに基づき、平常点（100%）で評価する。
Evaluated by the supervisor of the laboratory.
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

専⾨薬学実習２

薬学科

必修

７・８セメスター

集中講義

12単位

薬学部教員

YPH-PHA392J

⽇本語

〇

基礎薬学実習で学んだ実践的知識や基礎実験技術を有機的に関連づけることにより、研究課題を達成する能⼒を修得する。
本実習は、薬学専⾨科⽬内容を体得し、５年次以降に実施される課題研究で必要とされる能⼒を⾝に付けるためのものとし
て位置づけられる。

Students will develop skills to solve research themes by organic association of the practical knowledge and basic
experiment skills studied in basic pharmaceutical training. This training are located to develop skills that are necessary
for Research Training held in 5th and 6th grade.

研究課題を理解したうえで、課題を達成するための⽅法を論理的に考え、実験を実⾏できる。

The purpose of this course is to understand research themes and do experiments thinking the purpose to achieve
themes logically.

配属された分野の教員から、テーマが与えられて実習を⾏う。さらに、分野で⾏われるセミナーに参加する。

Students do training based on the theme given by the supervisor of the laboratory. Moreover, students are required to
participate in the seminar held in the laboratory.

G-(1)-1〜4、G-(2)-1〜3、G-(3)-1~6

実習やセミナーの取り組みに基づき、平常点（100%）で評価する。
Evaluated by the supervisor of the laboratory.
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

医療薬学基礎実習

薬学科

必修

８セメスター

集中講義

4単位

佐藤 恵美⼦、富岡 佳久、佐藤 真由美、髙橋 信⾏、平塚 真弘、瀬川 良佑、松本 洋太郎、⼭越 聖⼦、秋⼭ 泰
利

〇

YPH-PHA493J

⽇本語

〇

医療や健康保険事業に参画し次世代を切り開いていけるようになるために、医療薬学病院実習・医療薬学薬局実習に先⽴っ
て、⼤学内で、調剤および製剤、服薬指導など薬剤師職務の基礎となる知識・技能・態度を修得する。
医療薬学演習２（OSCE演習）とOSCEを挟んで、前半を基本実習、後半を発展実習とする。主に薬学教育モデル・コアカリ
キュラム*に準じて⾏い、発展実習では本学独⾃の内容を加えて⾏なう。

Learn the knowledge, skills and attitudes that form the basis of the pharmacist's duties, such as dispensing, preparation,
medication instruction, etc., in order to participate in the medical and health insurance business and open up the next
generation.
This practice is done inside the university prior to pharmacy practice in hospital and in community.
The first half is the basic practice and the second half is the development practice with the clinical pharmacy exercise 2
(OSCE exercise) and the OSCE in between.
Mainly in accordance with the core education model core curriculum, in development practice, we add original contents
of our university.

患者・⽣活者本位の視点に⽴ち、薬剤師として病院や薬局などの臨床現場で活躍するために、薬物療法の実践と、チーム医
療・地域保健医療への参画に必要な基本的事項を修得する。

（1）薬学臨床の基礎
医療の担い⼿として求められる活動を適切な態度で実践するために、薬剤師の活躍する臨床現場で必要な⼼構えと薬学的管
理の基本的な流れを把握する。

（2）処⽅せんに基づく調剤
処⽅せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂⾏するために、医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務を修得する。

（3）薬物療法の実践
患者に安全・最適な薬物療法を提供するために、適切に患者情報を収集した上で、状態を正しく評価し、適切な医薬品情報
を基に、個々の患者に適した薬物療法を 提案・実施・評価できる能⼒を修得する。

（4）チーム医療への参画
医療機関や地域で、多職種が連携・協⼒する患者中⼼のチーム医療に積極的に参画するために、チーム医療における多職種
の役割と意義を理解するとともに、情報を共有し、より良い医療の検討、提案と実施ができる。

This training will comply with the "Model Core Curriculum for Pharmacy Education -2015 version" Based on a patient-
oriented perspective, in order to become active as a pharmacist at clinical sites such as hospitals and pharmacies, the
students need to acquire the basic matters necessary for practicing drug therapy and participating in team medicine and
community health care.

(1) Fundamentals of Pharmacy Practice
In order to properly practice the activities required as a medical person, the students learn about the basic mental
attitude and the basic flow of pharmacological management at clinical sites.

(2) Prescription Processing, Medication Preparation, and Dispensing
In order to safely and properly carry out dispensing work based on prescription, the students acquire basic dispensing
work including supply and management of medicines.

(3) Practical Application of Pharmacotherapy
In order to provide safe and optimal medication therapy to patients, the students properly evaluate the medical
conditions by appropriately gathering patient information, propose and apply medication therapy suitable for each patient
based on appropriate medicinal information, and then evaluate applied medical therapy.

(4) Participation on Interprofessional Collaborative Work
In order to actively participate in team-centered team medicine in which multiple types of medical workers collaborate
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授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

and cooperate in medical institutions and communities, the students understand the role and significance of multi-
occupation in team medicine, share information, propose and practice better medical examination with other co-workers.

基本実習：
病院実務実習、薬局実務実習に先⽴って⼤学内で⾏った事前学習の効果を⾼めるために、調剤および服薬指導などの薬剤師
職務を総合的に実習する。
◎代表的な処⽅せん例の鑑査を⾏うことができる。
◎疑義照会をシミュレートする。
◎処⽅せん例に従って、計数調剤をシミュレートできる。
◎処⽅せん例に従って、計量調剤をシミュレートできる。
◎調剤された医薬品の鑑査をシミュレートできる。
◎患者背景に配慮した服薬指導ができる。

発展実習：
新しい薬剤師業務をシミュレーションしながら、将来の医療薬学や薬剤師の業務を考え、それを築いて⾏くための基礎を形
成する。
（主な内容：《バイタルサイン》《副作⽤とフィジカルアセスメント》《インフォームドコンセント》《病態解析と症例提⽰》
《抗がん薬の無菌調製》《放射性医薬品》《医薬品管理》《危険予知トレーニング》《薬剤師業務SGD》）

Basic training:
It aims to provide students with the confidence, skills and knowledge needed to efficiently and effectively carry out their
responsibilities as trainee in the hospital and clinical pharmacy.

Learning outcomes
◎ Verify the legality, safety and appropriateness of prescription order.
◎ Prepare the medicines (powdered, liquid, tablet) in accordance with a prescription.
◎ Inspection that the quantities of medication are dispensed accurately.
◎ Listen to the patients, and understand their needs and what matters to them.
◎ Advise patients on the safe and effective use of their medicines and devices.

Advanced training：
Demonstrate the characteristics of a prospective professional pharmacist by learn a more specialized knowledge and
techniques of the pharmaceutical care.
Acquire the ability to keep professionally throughout their careers with developments in medicine and pharmacy.
(Main contents: "Vital signs" "Side effects and physical assessment" "Informed consent" "Pathological analysis and case
presentation" "Sterile preparation of anticancer drugs" "Radiopharmaceuticals" "Pharmaceutical management" "Danger
prediction training" " Small group discussion ")

平常点(50％)、レポート(20%)、ルーブリック(20%)、実習成果評価(10%)等の結果を加味し、総合的に評価する。

Grading will be decided based on class performance (50%), reports (20%), rubric (10%), and the quality of the studentʼs
practical training performance (10%).

病院・薬局実務実習 事
前学習テキスト̶実務実
習モデル・コアカリキュ
ラム対応 第2版

薬学教育センター編 評⾔社 2010 教科書

OSCEビジュアルガイド 薬学共⽤試験研究会監修 薬ゼミ情報教育センター 2009 教科書

第⼗四改訂調剤指針 ⽇本薬剤師会編 薬事⽇報社 2022 参考書

スタンダード薬学シリー
ズ 10 実務実習事前学習 ⽇本薬学会編 東京化学同⼈ 2006 参考書

第⼗⼋改正⽇本薬局⽅解
説書 廣川書店 2021 参考書
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科⽬名

対象学科・専攻

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

医療薬学病院実習

薬学科

９セメスター

集中講義

10単位

富岡 佳久、薬学部教員

〇

YPH-PHA494J

⽇本語

〇

医療薬学病院実習は、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠して、病院実習導⼊、調剤・無菌調製（内・外⽤剤の調
剤、注射剤セット調剤、注射剤無菌調製等）、DI業務、薬品管理業務、病棟業務の実践、⼀般病棟における病棟業務（チーム
医療、急性期医療）、がん化学療法（レジメンチェック、抗がん薬調製）などを体験し、以下の内容（改訂コアカリ⼩項⽬）
を修得する。また、当該実習施設で特徴的な業務に関する内容などを受講・⾒学・体験する機会（選択実習）がある。

In this training, students will understand the practices and responsibilities of hospital pharmacists and acquire basic
knowledge, skills and attitudes about pharmacist skills such as dispensing and preparation, patientʼs education, etc. so
that they can participate in team medicine.

病院薬剤師の業務と責任を理解し、チーム医療・地域保健医療に参画できるようになるために、調剤および製剤、服薬指導
などの薬剤師業務に関する基本的事項を修得する。

To understand the duties and responsibilities of hospital pharmacists and to be able to participate in team and
community healthcare, the students acquire basic information on pharmacist services such as drug preparation and
formulation, and medication guidance.

（１）薬学臨床の基礎
②臨床における⼼構え（A（１）、（２）参照）
（２）処⽅せんに基づく調剤
②処⽅せんと疑義照会、③処⽅せんに基づく医薬品の調製、④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育、⑤医薬品の供給と
管理、⑥安全管理−１、⑥安全管理−２
（３）薬物療法の実践
①患者情報の把握、②医薬品情報の収集と活⽤（E3（１）参照）、③処⽅設計と薬物療法の実践（処⽅設計と提案）、④処⽅
設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作⽤の評価）、
（４）チーム医療への参画
 ①医療機関におけるチーム医療、②地域におけるチーム医療
（５）地域の保健・医療・福祉への参画
④災害時医療と薬剤師
（６）その他（当該施設で特徴的な業務に関することなど）

なお、薬学臨床における代表的な８疾患についての具体的な疾患名の例としては、薬学教育協議会東北地区調整機構では、
以下の通りとしている。
がん     ・各種固形がん、各種⾎液がん。
       ・がんの⽀持療法、緩和ケアを含む。
⾼⾎圧症   ・本態性⾼⾎圧、⼆次性⾼⾎圧 等。
糖尿病    ・Ⅰ型・Ⅱ型糖尿病。
       ・糖尿病の合併症。
⼼疾患    ・不整脈、虚⾎性⼼疾患、⼼不全、等。
       ・閉塞性動脈硬化症、弁膜症を含む。
脳⾎管障害  ・脳虚⾎性疾患、脳内出⾎、くも膜下出⾎。
       ・脳⾎管障害の予防ならびに後遺症対策を含む。
精神神経疾患 ・統合失調症、うつ・躁病、不安障害、適応障害、等。
       ・てんかん、認知症。・せん妄、不眠症を含む。
免疫・アレル ・アレルギー疾患各種（アトピー性⽪膚炎、花粉症、気管⽀喘息、結膜炎を含む）
ギー疾患   ・各種⾃⼰免疫疾患各種
       ・臓器移植後の拒絶反応の予防を含む。
感染症    ・各種細菌感染症。
       ・各種ウイルス性感染症（インフルエンザを含む）。
       ・各種真菌感染症（⽪膚真菌症を含む）。

Pharmacy Practice in Hospital will comply with the "Model Core Curriculum for Pharmacy Education -2015 version" and
carry out the following contents. In addition, there are opportunities to attend, observe, and experience the contents of
distinctive operations at the training facility.

Contents:
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成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

Fundamentals of Pharmacy Practice, Prescription Processing, Medication Preparation, and Dispensing, Practical
Application of Pharmacotherapy, Participation on Interprofessional Collaborative Work,
Participation in Community Healthcare, Medical Care, and Welfare (things related to works characteristic of the facility,
etc.)

F-(1)-②-4〜7, F-(1)-③-6〜15, F-(2)-①-2〜3, F-(2)-②-7〜11, F-(2)-③-9〜19. F-(2)-④-9〜15, F-(2)-⑤-9〜13, F-(2)-⑥-8
〜14, F-(3)-①-5〜7, F-(3)-②-2〜6, F-(3)-③-7〜14, F-(3)-④-4〜13, F-(4)-①-4〜9, F-(4)-②-3, F-(5)-④-2〜3

平常点（20%）、WEBシステムノート（⽇誌・週報・⾃⼰評価）および成果報告会資料／発表（40%）、学⽣担当教員の評点
（20%）、指導薬剤師の評点（最終評価）（20%）を基に評価し、合格・不合格として判定する。

Grading will be decided based on class performance (20%), WEB system (diary / weekly report / self-evaluation), result
report (40%), evaluation by faculty (20%), evaluation by supervising pharmacist (20%).

予習：翌⽇あるいは当該週の実習内容について、実習計画を参考に資料などの下調べに努める。
Preparation: make an effort to do a preliminary study of the contents of the practical training for the following day or the
week in question, using the practical training plan as a reference.

復習：実習内容概要をWEBシステムに⽇報、週報として登録する。宿題に対応する。理解不⾜の部分については、各種資料
で学び、態度と理解を深める。未熟な技能・態度を洗い出し、翌⽇以降の実習に備える。
Review: register a daily and weekly report on the web system with a summary of the practical training content. Respond
to homework assignments. Study the various materials for areas of insufficient understanding to deepen attitudes and
understanding. Identify unskilled skills and attitudes and prepare for the following day's practical training.

実習期間中は薬学実務実習に関する連絡会議（⽂部科学省）が作成した薬学実務実習の概略評価（ルーブリック）（例⽰）を
形成的評価ツールとして利⽤する予定であるので、あらかじめ⽬を通して、内容を理解しておくこと。
During the practical training period, the outline evaluation (rubric) for practical training in pharmacy (example) prepared
by the Liaison Conference on Practical Training in Pharmacy (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and
Technology) will be used as a formative evaluation tool, so please read through it beforehand and understand its
contents.
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科⽬名

対象学科・専攻

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

医療薬学薬局実習

薬学科

８・９セメスター

集中講義

10単位

富岡 佳久、薬学部教員

〇

YPH-PHA495J

⽇本語

〇

医療薬学薬局実習は、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」に準拠して、薬局実習導⼊、保険調剤（調剤、監査、疑義照
会、投薬）、薬物治療モニタリング・情報提供（処⽅解析、薬歴活⽤、服薬指導等）（来局患者だけでなく、在宅患者や健康
相談者を含む）、地域貢献（OTC販売、在宅⽀援、学校薬剤師、地域包括ケア参画、災害対策等）などを体験し、以下の内容
（改訂コアカリ⼩項⽬）を修得する。また、当該実習施設で特徴的な業務に関する内容などを受講・⾒学・体験する機会が
ある

In this training, students will understand the practices and responsibilities of community pharmacists and acquire basic
knowledge, skills and attitudes about pharmacist skills such as dispensing and preparation, patientʼs education, etc. so
that they can participate in team medicine.

薬局の社会的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるために、保険調剤、医薬品などの供給・管理、情報提
供、健康相談、医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技能、態度を修得する。
To understand the social roles and responsibilities of pharmacies, and to be able to participate in community healthcare,
acquire basic knowledge, skills and attitudes regarding insurance dispensing, supply and management of
pharmaceuticals and other products, provision of information, health consultation and relations with medical institutions
and the community.

（１）薬学臨床の基礎
②臨床における⼼構え（A（１）、（２）を参照）
（２）処⽅せんに基づく調剤
 ②処⽅せんと疑義照会（B処⽅監査・医療安全）
 ③処⽅せんに基づく医薬品の調製（A医薬品の調製）
 ④患者・来局者対応、服薬指導、患者教育（C服薬指導）
 ⑤医薬品の供給と管理（A医薬品の調製）
 ⑥安全管理（B処⽅監査・医療安全）
（３）薬物療法の実践
 ①患者情報の把握（C服薬指導）
 ②医薬品情報の収集と活⽤（E3（1）参照）（C服薬指導・D薬物療法の実践）
 ③処⽅設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作⽤の評価）（D薬物療法の実践)
（４）チーム医療への参画
 ②地域におけるチーム医療
（５）地域の保健・医療・福祉への参画
他（当該施設で特徴的な業務関する内容など）
 ①在宅（訪問）医療・介護への参画
 ②地域保健（公衆衛⽣、学校薬剤師、啓発活動）への参画
 ③プライマリーケア、セルフメディケーションの実践
 ④災害時医療と薬剤師
（６）その他（当該施設で特徴的な業務に関することなど）

なお、薬学臨床における代表的な８疾患についての具体的な疾患名の例としては、薬学教育協議会東北地区調整機構では、
以下の通りとしている。
がん     ・各種固形がん、各種⾎液がん。
       ・がんの⽀持療法、緩和ケアを含む。
⾼⾎圧症   ・本態性⾼⾎圧、⼆次性⾼⾎圧 等。
糖尿病    ・Ⅰ型・Ⅱ型糖尿病。
       ・糖尿病の合併症。
⼼疾患    ・不整脈、虚⾎性⼼疾患、⼼不全、等。
       ・閉塞性動脈硬化症、弁膜症を含む。
脳⾎管障害  ・脳虚⾎性疾患、脳内出⾎、くも膜下出⾎。
       ・脳⾎管障害の予防ならびに後遺症対策を含む。
精神神経疾患 ・統合失調症、うつ・躁病、不安障害、適応障害、等。
       ・てんかん、認知症。・せん妄、不眠症を含む。
免疫・アレル ・アレルギー疾患各種（アトピー性⽪膚炎、花粉症、気管⽀喘息、結膜炎を含む）
ギー疾患   ・各種⾃⼰免疫疾患各種
       ・臓器移植後の拒絶反応の予防を含む。

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

感染症    ・各種細菌感染症。
       ・各種ウイルス性感染症（インフルエンザを含む）。
       ・各種真菌感染症（⽪膚真菌症を含む）。

Pharmacy Practice in Community will comply with the "Model Core Curriculum for Pharmacy Education -2015 version"
and carry out the following contents. In addition, there are opportunities to attend, observe, and experience the contents
of distinctive operations at the training facility.

Contents:
Fundamentals of Pharmacy Practice, Prescription Processing, Medication Preparation, and Dispensing,  Practical
Application of Pharmacotherapy, Participation on Interprofessional Collaborative Work,
Participation in Community Healthcare, Medical Care, and Welfare (things related to works characteristic of the facility,
etc.)

F-(1)-②-4〜7, F-(1)-③-11〜15, F-(2)-①-2〜4, F-(2)-②-7〜11, F-(2)-③-9〜16,18,19. F-(2)-④-9〜15,
F-(2)-⑤-9〜12, F-(2)-⑥-8〜12, F-(3)-①-5〜7, F-(3)-②-2〜6, F-(3)-③-7〜10,12〜14, F-(3)-④-4,7〜9,11,12, F-(4)-②-3〜
4, F-(5)-①-4〜6, F-(5)-②-3,4, F-(5)-③-5〜9, F-(5)-④-2〜3

平常点（20%）、WEBシステムノート（⽇誌・週報・⾃⼰評価）および成果報告会資料／発表（40%）、学⽣担当教員の評点
（20%）、指導薬剤師の評点（最終評価）（20%）を基に評価し、合格・不合格として判定する。

Grading will be decided based on class performance (20%), WEB system (diary / weekly report / self-evaluation), result
report (40%), evaluation by faculty (20%), evaluation by supervising pharmacist (20%).

予習：翌⽇あるいは当該週の実習内容について、実習計画を参考に資料などの下調べに努める。
Preparation: conduct preliminary research on the contents of the practical training for the next day or week in question,
using the practical training plan as a reference.

復習：実習内容概要をWEBシステムに⽇報、週報として登録する。宿題に対応する。理解不⾜の部分については、各種資料
で学び、態度と理解を深める。未熟な技能・態度を洗い出し、翌⽇以降の実習に備える。
Review: register a daily and weekly report on the web system outlining the content of the practical training. Homework
assignments. Study the parts that are not fully understood using various materials to deepen attitudes and
understanding. Identify unskilled skills and attitudes and prepare for practical training from the following day onwards.

実習期間中は薬学実務実習に関する連絡会議（⽂部科学省）が作成した薬学実務実習の概略評価（ルーブリック）（例⽰）を
形成的評価ツールとして利⽤する予定であるので、あらかじめ⽬を通して、内容を理解しておくこと。
During the practical training period, the outline evaluation (rubric) for practical training in pharmacy (example) prepared
by the Liaison Conference on Practical Training in Pharmacy (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and
Technology) will be used as a formative evaluation tool, so please read through it beforehand and understand its
contents.
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成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

感染症    ・各種細菌感染症。
       ・各種ウイルス性感染症（インフルエンザを含む）。
       ・各種真菌感染症（⽪膚真菌症を含む）。

Pharmacy Practice in Community will comply with the "Model Core Curriculum for Pharmacy Education -2015 version"
and carry out the following contents. In addition, there are opportunities to attend, observe, and experience the contents
of distinctive operations at the training facility.

Contents:
Fundamentals of Pharmacy Practice, Prescription Processing, Medication Preparation, and Dispensing,  Practical
Application of Pharmacotherapy, Participation on Interprofessional Collaborative Work,
Participation in Community Healthcare, Medical Care, and Welfare (things related to works characteristic of the facility,
etc.)

F-(1)-②-4〜7, F-(1)-③-11〜15, F-(2)-①-2〜4, F-(2)-②-7〜11, F-(2)-③-9〜16,18,19. F-(2)-④-9〜15,
F-(2)-⑤-9〜12, F-(2)-⑥-8〜12, F-(3)-①-5〜7, F-(3)-②-2〜6, F-(3)-③-7〜10,12〜14, F-(3)-④-4,7〜9,11,12, F-(4)-②-3〜
4, F-(5)-①-4〜6, F-(5)-②-3,4, F-(5)-③-5〜9, F-(5)-④-2〜3

平常点（20%）、WEBシステムノート（⽇誌・週報・⾃⼰評価）および成果報告会資料／発表（40%）、学⽣担当教員の評点
（20%）、指導薬剤師の評点（最終評価）（20%）を基に評価し、合格・不合格として判定する。

Grading will be decided based on class performance (20%), WEB system (diary / weekly report / self-evaluation), result
report (40%), evaluation by faculty (20%), evaluation by supervising pharmacist (20%).

予習：翌⽇あるいは当該週の実習内容について、実習計画を参考に資料などの下調べに努める。
Preparation: conduct preliminary research on the contents of the practical training for the next day or week in question,
using the practical training plan as a reference.

復習：実習内容概要をWEBシステムに⽇報、週報として登録する。宿題に対応する。理解不⾜の部分については、各種資料
で学び、態度と理解を深める。未熟な技能・態度を洗い出し、翌⽇以降の実習に備える。
Review: register a daily and weekly report on the web system outlining the content of the practical training. Homework
assignments. Study the parts that are not fully understood using various materials to deepen attitudes and
understanding. Identify unskilled skills and attitudes and prepare for practical training from the following day onwards.

実習期間中は薬学実務実習に関する連絡会議（⽂部科学省）が作成した薬学実務実習の概略評価（ルーブリック）（例⽰）を
形成的評価ツールとして利⽤する予定であるので、あらかじめ⽬を通して、内容を理解しておくこと。
During the practical training period, the outline evaluation (rubric) for practical training in pharmacy (example) prepared
by the Liaison Conference on Practical Training in Pharmacy (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and
Technology) will be used as a formative evaluation tool, so please read through it beforehand and understand its
contents.
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

医療薬学演習１

薬学科

必修

８セメスター

集中講義

2単位

薬学部教員

〇

YPH-PHA491J

⽇本語

〇

病院および薬局における医療薬学実務実習に先⽴ち、これまで学んできた薬学の基礎的知識について、総合的に理解するこ
とを⽬的とする。

The aim is to provide a comprehensive understanding of the basic knowledge of pharmacy that has been studied prior to
practical training in medical pharmacy in hospitals and pharmacies.

薬剤師の職務に必要な基礎的事項を理解し、説明することができる。

Understand and explain the fundamentals of the pharmacist's duties.

１．薬学と社会 pharmacy and society
 基本事項、ヒューマニズム、薬学⼊⾨ A-1(1)〜(5)、B-(1)〜(4)
 
２．物理系薬学（１）physical pharmaceutical sciences
 物質の物理的性質  C1-(1)〜(3)

３．物理系薬学（２） physical pharmaceutical sciences
 化学物質の分析、⽣体分⼦・化学物質の構造決定 C1-(1)〜(3)
 
４．化学系薬学（１） chemical pharmacy
 化学物質の性質と反応 C2-(1)〜(6)、C3-(1)〜(5)

５．化学系薬学（２） chemical pharmacy
 ターゲット分⼦の合成と⽣体分⼦・医薬品の化学 C4-(1)〜(3)

６．化学系薬学（３） chemical pharmacy
 ⾃然が⽣み出す薬物 C5-(1)〜(2) 

７．⽣物系薬学（１） biological pharmacy
 ⽣命体の成り⽴ち C6-(1)〜(7)、C7-(1)〜(2)

８．⽣物系薬学（２）biological pharmacy
   ⽣命をミクロに理解する、⽣体防御 C8-(1)〜(4)

９．衛⽣薬学 hygienic pharmacy
 健康と環境 D-D1-(1)〜(3)、D-D2-(1)〜(2)

１０．医療薬学（１）medical pharmacy
 薬と疾病(1)：薬の効くプロセス E-E1-(1)〜(4)

１１．医療薬学（２） medical pharmacy
 薬と疾病(2)：薬物治療および薬物治療に役⽴つ情報 E-E2-(1)〜(11)

１２．医療薬学（３） medical pharmacy
 製剤化のサイエンス E-E4-(1)〜(2)

１３．医療薬学（４） medical pharmacy
 薬物治療に役⽴つ情報 E-E3-(1)〜(3)

１４．医療薬学（５） medical pharmacy
 薬の⽣体内運命 E-E4-(1)〜(3)
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成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

１５．薬学臨床 clinical pharmacy
 病院・薬局実習に⾏く前に F-(1)〜(5) 

平常点(100％)により評価する。

Evaluated according to the Ordinary Score (100%).
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

医療薬学演習２

薬学科

必修

８セメスター

集中講義

1単位

薬学部教員

〇

YAL-PHA492J

⽇本語

〇

病院および薬局における医療薬学実務実習に先⽴ち、これまで学んできた薬学の基礎的知識について、総合的に理解するこ
とを⽬的とする。

The aim is to provide a comprehensive understanding of the basic knowledge of pharmacy that has been studied prior to
practical training in medical pharmacy in hospitals and pharmacies.

薬剤師の職務に必要な基本的技能・態度をもって、調剤や服薬指導などを実践することができる。

Be able to practice the basic skills and attitudes required for the duties of a pharmacist, such as dispensing and giving
medication instructions.

１．患者・来局者応対（１） Patient and visitor reception
 薬局での患者対応 A-(1)〜(5), B-(1)〜(4), F-(2)-④-1〜⑧, F-(3)-①-1〜4, F-(3)-④-1〜3, F-(5)-③-1〜4

２．患者・来局者応対（２） Patient and visitor reception
 病棟での初回⾯談 A-(1)〜(5), B-(1)〜(4), F-(2)-④-1〜⑧, F-(3)-①-1〜4, F-(3)-④-1〜3, F-(5)-③-1〜4
 
３．患者・来局者応対（３） Patient and visitor reception
 来局者応対 A-(1)〜(5), B-(1)〜(4), F-(2)-④-1〜⑧, F-(3)-①-1〜4, F-(3)-④-1〜3, F-(5)-③-1〜4

４．薬剤の調製（１） Duplication of drugs
 散剤 F-(2)-①-1, F-(2)-②-1〜6, F-(2)-③-1〜8

５．薬剤の調製（２）Duplication of drugs
 ⽔剤 F-(2)-①-1, F-(2)-②-1〜6, F-(2)-③-1〜8

６．薬剤の調製（３） Duplication of drugs
 軟膏剤 F-(2)-①-1, F-(2)-②-1〜6, F-(2)-③-1〜8

７．薬剤の調製（４）Duplication of drugs
 計数調剤 F-(2)-①-1, F-(2)-②-1〜6, F-(2)-③-1〜8

８．調剤鑑査（１） Drug screening
 計数調剤 F-(2)-①-1, F-(2)-②-1〜6, F-(2)-③-1〜8

９．調剤鑑査（２）Drug screening
 計量調剤 F-(2)-①-1, F-(2)-②-1〜6, F-(2)-③-1〜8
 
１０．無菌操作の実践（１） Aseptic manipulation practices.
 衛⽣的⼿洗いと⼿袋着脱 F-(2)-②-1〜6, F-(2)-③-5〜8, F-(2)-⑤-1〜8, F-(2)-⑥-4〜6 

１１．無菌操作の実践（２） Aseptic manipulation practices.
 注射剤混合 F-(2)-②-1〜6, F-(2)-③-5〜8, F-(2)-⑤-1〜8, F-(2)-⑥-4〜6

１２．情報の提供（１） Information
 薬局での薬剤交付 F-(2)-④-1〜8, F-(5)-③-1〜4

１３．情報の提供（２）Information
 病棟での服薬指導 F-(2)-④-1〜8, F-(5)-③-1〜4

１４．情報の提供（３） Information
 ⼀般⽤医薬品の情報提供 F-(2)-④-1〜8, F-(5)-③-1〜4
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成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

１５．情報の提供（４） Information
  疑義照会 F-(2)-②-1〜6, F-(2)-④-1〜8, F-(5)-③-1〜4

平常点（100%）により評価する。

Evaluated according to the Ordinary Score (100%).
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

総合薬学演習

薬学科

必修

１２セメスター

集中講義

2単位

富岡 佳久、その他教員

〇

YPH-PHA296J

⽇本語

〇

薬学で学んだ基礎的及び応⽤的な知識について、総合的にまた体系的に理解することを⽬的とする。

薬学に関連する諸事項をさまざまな観点から総合的に理解し、説明できるようになる。

１．物理・化学・⽣物(1)   Physics, chemistry and biology (1)
物質の物理的性質、化学物質の分析  C-C1, C-C2  
Physical properties of substances, analysis of chemical substances

２．物理・化学・⽣物(2)     Physics, chemistry and biology (2)
化学物質の性質と反応、ターゲット分⼦の合成、
⽣体分⼦・医薬品の化学、天然物由来薬物     C-C3, C-C4, C-C5
Properties and reactions of chemicals, synthesis of target molecules,
Chemistry of biomolecules and medicines, naturally occurring drugs

３．物理・化学・⽣物(3)     Physics, chemistry and biology (3)
⽣命体の成り⽴ち、分⼦レベルの⽣命理解、感染症と⽣体防御    C-C6, C-C7, C-C8,
How life forms are formed, understanding life at the molecular level, infectious diseases and biological defence.

４．衛⽣ health
健康、環境 D-D1, D-D2
Health, environment

５．薬理 effects of drugs
薬の効くプロセス E1-(1)-①
The process by which medicines work

６．薬剤(1) Medicines (1)
薬物の体内動態 E4-(1)〜(2)
Pharmacokinetics of drugs

７．薬剤(2) Medicines (2)
製剤化のサイエンス E5-(1)〜(3)
Science of formulation.

８．病態・薬物治療(1) Pathophysiology and drug treatment (1)
体の変化、疾患各論 E1-(2)-①〜②, E1-(3), E2-(1)〜(11),
Changes in the body, disease specific  

９．病態・薬物治療(2) Pathophysiology and drug treatment (2)
医薬品情報、患者情報 E3-(1)〜(3)
Drug information, patient information.

１０．法規・制度・倫理 Legal, institutional and ethical
薬学と社会、医薬品の開発と⽣産、ヒューマニズム A-(1)〜(2), B-(2)
Pharmacy and society, drug development and production, humanism.

１１．実務(1) Practice (1)
薬学臨床の基礎、処⽅せんに基づく調剤、薬物療法の実践、チーム医療、地域の保健・医療・福祉 F-(1)〜(5)
Fundamentals of clinical pharmacy, prescription-based dispensing, pharmacotherapy practice, team medicine,
community health and social care

１２．実務(2) Practice (2)
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成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

薬学臨床の基礎、処⽅せんに基づく調剤、薬物療法の実践、チーム医療、地域の保健・医療・福祉 F-(1)〜(5)
Fundamentals of clinical pharmacy, prescription-based dispensing, pharmacotherapy practice, team medicine,
community health and social care

１３．最終試験Ⅰ Final examination I
第１回〜第１２回の振り返り確認試験
Review and confirmation test of the 1st to 12th sessions

１４．最終試験Ⅱ Final examination Ⅱ
第１回〜第１２回の振り返り確認試験
Review and confirmation test of the 1st to 12th sessions

１５．最終試験Ⅲ Final examination Ⅲ
第１回〜第１２回の振り返り確認試験
Review and confirmation test of the 1st to 12th sessions

平常点(100％)により評価する。
Evaluated according to normal marks (100%).
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科⽬名

対象学科・専攻

科⽬区分

セメスター

曜⽇・講時

単位数

担当教員

実務・実践的授業

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業の⽬的・概要及び達成 ⽅
法等

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

課題研究

薬学科5・6年

必修

１０・１１・１２セメスター

集中講義

20単位

薬学部教員

YPH-PHA400J

⽇本語

〇

課題研究は、学部教育の総決算として最終学年に計画された最も重要な科⽬である。各分野に配属された学⽣は、分野の教
員から研究テーマが与えられ、学⽣各⾃の主体的な計画によって研究を⾏う。また研究結果を卒業論⽂としてまとめ、その
成果を教職員、学部学⽣、⼤学院⽣の前で発表し、質疑応答が⾏われる。したがって本科⽬は学⽣が研究者となるための基
礎的な準備教育であるとともに、将来の進路を選択するために役⽴つものと期待している。

Research Training is the most important subject scheduled in the last grade as a general decision of undergraduate
education. Students belonging in each laboratories are given their research theme by their supervisor and do the
research along the objective plan made by themselves. Students also make a summary of their research results as a
graduation thesis and make a presentation of achievement and question-and-answer session in front of the research
staff, undergraduate students and graduate students. Therefore, this subject is expected not only the basic preparation
education for students to be a researcher but also useful for their career.

・研究課題に関連し薬学の⾒地からこれまでの研究成果を調査し評価できる。
・研究課題達成のために解決すべき問題点を抽出できる。
・研究計画を⽴案できる。
・研究課題を通して、現象を的確に捉える観察眼を養う。
・研究の結果をまとめることができる。
・研究の結果を考察し、評価できる。
・研究成果に関する議論に対し、適切に応答することができる。

・To help students seek and evaluate research achievements from the viewpoint of pharmacy related to their theme.
・To help students extract some problems to solve to achieve their theme.
・To help students make a research plan.
・To help students develop their observation eyes to grasp phenomena exactly through their theme.
・To help students summarize their research results.
・To help students consider and evaluate their research results.
・To help students respond appropriately to discussions regarding their research results.

配属された分野の教員から、それぞれの専⾨分野にしたがってテーマが与えられて研究を⾏う。
また、分野内のセミナーヘの参加、講演の聴講など、各分野のプログラムにしたがって研究が⾏われる。

Students do their research given the theme obey to each specialized field by their supervisor of the laboratory. Research
will be going obey to each laboratoryʼs program; for example, participation in the seminar held in the laboratory, to audit
some lectures.

配属された分野の教員が⾏う。

Evaluated by the supervisor of the laboratory.
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授業時間外学習

その他

備考

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。
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科⽬名

曜⽇・講時 教室

科⽬群

単位数

対象学部

担当教員（所属）

開講期

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業題⽬

授業の⽬的と概要

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

化学Ａ

⽉曜2限、⽊曜4限

全学教育科⽬学術基礎科⽬−基礎化学

2.0単位

薬

中林 孝和 所属：薬学研究科

１年次第１クォーター

ZDC-CHE101J

⽇本語

各学部の履修内規または学⽣便覧を参照。

量⼦論と化学結合の基礎

Fundamentals of quantum mechanics and chemical bonds.

原⼦の電⼦状態と化学結合の基礎を量⼦論に基づいて解説する。

This course provides basic concepts of atomic structures and chemical bonds based on quantum mechanics.

・量⼦論の意味を理解する。
・光や電⼦が持つ波動性と粒⼦性について理解する。
・簡単な系のシュレーディンガー⽅程式が解け、量⼦化の概念と波動関数の意味を説明できる。
・種々の原⼦軌道のエネルギーと波動関数の形を説明できる。
・パウリの排他律とフントの規則を⽤いて、原⼦軌道への電⼦配置を説明できる。
・⼆原⼦分⼦の化学結合を分⼦軌道に基づいて説明できる。
・多原⼦分⼦の化学結合と分⼦構造について、混成軌道や共鳴効果の概念を⽤いて説明できる。

Students will be familiar with the fundamentals of quantum mechanics including Schrödinger equation and wave
function and will understand the basic concepts of atomic orbitals, electronic configurations of atoms, hybrid orbitals,
molecular orbitals, and chemical bonds based on quantum mechanics.

第1回 量⼦論の基礎I: 古典論の破綻とプランクの量⼦仮説、光電効果
L1 Basic Quantum Mechanics I: Limitations of Classical Mechanics, Planck's Quantum Theory, Photoelectric Effect
第2回 量⼦論の基礎II:  Bohrの理論、ドブロイ波、量⼦論の特徴
L2 Basic Quantum Mechanics II: Bohr's Theory, De Broglie Wave, Basic Principles of Quantum Mechanics
第3回 量⼦論の基礎III: シュレーディンガー⽅程式の基礎
L3 Basic Quantum Mechanics III: Basic Principles of Schrödinger Equation
第4回 量⼦論の基礎IV: 波動関数の性質
L4 Basic Quantum Mechanics IV: Properties of Wave Function
第5回 量⼦論の基礎V: シュレーディンガー⽅程式の応⽤と光の性質
L5 Basic Quantum Mechanics V: Application of Schrödinger Equation, Properties of Light
第6回 原⼦軌道I: ⽔素原⼦の波動関数の導出、軌道の形、エネルギー
L6 Atomic Orbitals I: Derivation, Shapes and Energies of Hydrogen Atomic Orbitals
第7回 原⼦軌道II: 組み⽴て原理に従った原⼦の電⼦配置
L7 Atomic Orbitals II: Configuration of Electrons Using the Building-Up Principle
第8回 原⼦軌道III: 電⼦配置に基づいた原⼦の様々な性質
L8 Atomic Orbitals III: Physical Properties of Atoms Based on Electron Configurations
第9回 中間試験・分⼦軌道I: ⽔素分⼦イオンの波動関数とエネルギー
L9 Midterm Examination, Molecular Orbitals I: Wave Functions and Energies of Hydrogen Molecular Ion
第10回 分⼦軌道II: 等核⼆原⼦分⼦の波動関数とエネルギー
L10 Molecular Orbitals II: Wave Functions and Their Energies of Homonuclear Diatomic Molecules
第11回 分⼦軌道III: ⼆原⼦分⼦の電⼦配置と結合特性
L11 Molecular Orbitals III: Electron Configurations and Bonding Properties of Diatomic Molecules
第12回 混成軌道I: sp1、sp2、sp3混成軌道
L12 Hybrid Orbitals of sp1, sp2, sp3
第13回 混成軌道II: 混成軌道の応⽤と共鳴効果
L13 Hybrid Orbitals II: Application of Hybrid Orbitals, Concept of Resonance Effect
第14回 π電⼦近似: π電⼦近似の基礎と応⽤
L14 π-Electron Approximation: Fundamentals and Application of π-Electron Approximation
第15回 期末試験・分⼦間相互作⽤: ⾦属結合、分⼦間相互作⽤の基礎
L15 Term Examination, Intermolecular Interactions: Metallic Bonds, Fundamentals of Intermolecular Interactions

中間試験（30-40%）と期末試験（60-70%）、ミニテスト(2-5%)の成績で評価する。
Students are evaluated on their points from the midterm examination (30-40%), the term examination (60-70%), and
quizzes (2-5%).
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教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

関連ＵＲＬ

授業時間外学習

実務・実践的授業   ※○
は、実務・実践的授業である
ことを⽰す。

授業へのパソコン持ち込み
【必要/不要】

連絡先（メールアドレス等）

その他

更新⽇付

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

改訂版 現代化学の基礎 ⼭内淳，⾺場正昭 学術図書 1993 9784873613109 参考書

化学・⽣命科学系のため
の物理化学 R．Chang 東京化学同⼈ 2003 9784807905638 参考書

物理化学 分⼦論的アプ
ローチ（上）

D. A. McQuarrie、J. D.
Simon 東京化学同⼈ 2000 9784807905089 参考書

量⼦⼒学I ⼩出昭⼀郎 丸善 1990 9784785321321 参考書

参考書，授業中に配布されるミニテストとプリントを⽤いて予習・復習を⾏うこと。

Students are required to prepare and review for each class using handouts, quizzes, and references.

不要（No）

全学教育HP掲載の「全学教育科⽬授業担当教員連絡先⼀覧」を参照。

Google Classroomを学習⽀援として使⽤。
Google Classroom as a learning aid.

メールなどでアポイントメントを取ってから来訪のこと。
Make an advance appointment via e-mail or other means.

2024/01/24 14:35:07
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科⽬名

曜⽇・講時 教室

科⽬群

単位数

対象学部

担当教員（所属）

開講期

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業題⽬

授業の⽬的と概要

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

化学Ｂ

⽔曜1限

全学教育科⽬学術基礎科⽬−基礎化学

2.0単位

薬

⾦野 智浩 所属：薬学研究科

２セメスター

ZDC-CHE102J

⽇本語

各学部の履修内規または学⽣便覧を参照。

化学熱⼒学⼊⾨
Introduction to thermodynamics of chemistry

物理化学の基本事項である化学熱⼒学の基礎，相平衡と相図，化学反応速度論の基礎について学ぶ。薬学部の専⾨科⽬「物
理化学1」および「物理化学2」の基礎となる内容である。
The lecture will cover the (1) basics of chemical thermodynamics, (2) phase equilibria and phase diagrams, and (3)
chemical reaction kinetics, which are the fundamentals of physical chemistry.

化学熱⼒学の基礎を理解する。また，⼀成分系および多成分系の相図の読み⽅を理解する。さらに，⼀般の化学反応や酵素
触媒反応などの速度に関する理解と速度定数や活性化エネルギーの算出⽅法を学ぶ。
（１）熱⼒学の基礎概念を理解し，化学との関連を説明できるようになる。
（２）物質の３態を理解し，相がどのように変化するか，また各種の相図を読めるようになる。
（３）種々の化学反応の速度式を理解し，反応様式を説明できるようになる。
(1) Students will understand the basic concept of thermodynamics and to be able to explain its relation to chemistry.
(2) Students will understand the three phases of matter and to be able to read phase diagrams.
(3) Students will understand the rate equations of various chemical reactions and to be able to explain the mode of
reaction.

第１回：イントロダクション（本講義の概要説明）
#1) Introduction (overview of the lecture)
第２回：化学熱⼒学⼊⾨（１）：内部エネルギー，熱運動，状態⽅程式
#2) Introduction to chemical thermodynamics (1): internal energy, thermal motion, equation of state
第３回：化学熱⼒学⼊⾨（２）：ポテンシャルエネルギー，エンタルピー，エントロピー
#3) Introduction to chemical thermodynamics (2): potential energy, enthalpy, entropy
第４回：化学熱⼒学⼊⾨（３）：熱⼒学第⼀法則
#4) Introduction to chemical thermodynamics (3): First law of thermodynamics
第５回：化学熱⼒学⼊⾨（４）：⾃由エネルギー
#5) Introduction to chemical thermodynamics (4): Free energy (Helmholtz free energy, Gibbs free energy)
第６回：相と相平衡（１）：物質の状態と相
#6) Phase and phase equilibrium (1): States and phases of matter
第７回：相と相平衡（２）：⼀成分系の相図
#7) Phase and phase equilibrium (2): Phase diagram of one-component system
第８回：相と相平衡（３）：⼆成分系および三成分系の相図
#8) Phase and phase equilibria (3): Phase diagram of binary and ternary systems
第９回：化学反応速度論（１）：反応速度と反応次数（ゼロ次反応，擬ゼロ次反応，⼀次反応）
#9) Chemical kinetics (1): Reaction rate and order of reaction (zero-order reaction, quasi-zero-order reaction, first-order
reaction)
第１０回：化学反応速度論（２）：反応速度と反応次数（擬⼀次反応，⼆次反応）
#10) Chemical kinetics (2): Reaction rate and reaction order (pseudo-first order reaction, second order reaction)
第１１回：化学反応速度論（３）：複合反応（可逆反応，平⾏反応，逐次反応）
#11) Chemical kinetics (3): Combined reaction (reversible reaction, parallel reaction, sequential reaction)
第１２回：化学反応速度論（４）：反応速度と温度（アレニウス式，活性化エネルギー，遷移状態理論）
#12) Chemical kinetics (4): Reaction rate and temperature (Arrhenius equation, activation energy, transition state theory)
第１３回：化学反応速度論（５）：触媒反応
#13) Chemical Reaction Kinetics (5): Catalytic Reactions
第１４回：化学反応速度論（６）：酸塩基触媒反応
#14) Chemical Reaction Kinetics (6): Acid-base Catalysis
第１５回：化学反応速度論（７）：酵素反応
#15) Chemical Reaction Kinetics (7): Enzyme Reaction
定期試験
Regular Examination

期末試験（80％）とレポート･出席状況などの平常点（20%）に基づいて評価する。
Evaluation is based on the final examination (80%) and continuous assessment of homework assignments and class
attendance (20%).
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教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

関連ＵＲＬ

授業時間外学習

実務・実践的授業   ※○
は、実務・実践的授業である
ことを⽰す。

授業へのパソコン持ち込み
【必要/不要】

連絡先（メールアドレス等）

その他

更新⽇付

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

ベーシック薬学教科書シ
リーズ 物理化学（第2
版）

⽯⽥寿昌（編） 化学同⼈ 2018 9784759816280 参考書

アトキンス物理化学
（上）第10版 Atkins, P. W.(著) 東京化学同⼈ 2017 9784807909087 参考書

参考書や講義資料を⽤いて予習・復習を⾏うこと。
Preparation and review should be done using reference books and lecture materials.

原則的に不要である。
講義はパワーポイント資料をスクリーンに映写して実施する。
In principle, PC is not required.
The course will be conducted in mainly face-to-face classes.
Lectures will be conducted by projecting PowerPoint slides on a screen.

全学教育HP掲載の「全学教育科⽬授業担当教員連絡先⼀覧」を参照。

本科⽬の履修事項は薬剤師国家試験に合格するために必須の内容を含む。

2024/01/19 09:19:22
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科⽬名

曜⽇・講時 教室

科⽬群

単位数

対象学部

担当教員（所属）

開講期

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業題⽬

授業の⽬的と概要

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

化学Ｃ

⽉曜2限、⽊曜4限

全学教育科⽬学術基礎科⽬−基礎化学

2.0単位

薬

岩渕 好治、笹野 裕介 所属：薬学研究科

１年次第２クォーター

ZDC-CHE103J

⽇本語

各学部の履修内規または学⽣便覧を参照。

化学Ｃ
Chemistry C

本授業では，有機化学の基礎をなす有機分⼦の構造と結合，混成軌道の概念を習得する。また，共鳴や電気陰性度を学習
し，化学反応（性）の基本である酸-塩基反応や酸性度を理解する。⼀般的な官能基に関して，性質や反応性の概略をつか
み，⽣体内において官能基化された有機化合物が果たす役割についても学ぶ。最も基本的なタイプの有機化合物であるアル
カンの命名法や物理的性質，反応性を学ぶとともに，それらの構造を理解する上で重要な⽴体配座の概念，Fischer投影式を
習得する。
In this course, the students will first learn the structure and bonding of organic molecules and the concept of
hybridization involved, which form the foundation of organic chemistry. Secondly, the students will learn the concepts of
resonance and electronegativity and explore acid-base reactions and the acidity of various acids, which represent the
most basic form of chemical reaction and reactivity. Thirdly, the students will grasp the property and reactivity of
common functional groups and explore how functionalized organic molecules play important roles in vivo. Last, the
students will learn the chemistry of alkanes, the most basic class of organic compounds, exploring their nomenclature,
physical properties, and reactivity. They will also learn the concept of conformation and the Fischer projection as a
means to understand the molecular structures of alkanes.

・有機化合物の構造と結合，混成軌道について，具体例とともに説明できるようになる。
・ブレンステッド−ローリーの酸と塩基，酸の強さとpKaを理解し，酸-塩基反応の結果を予測できるようになる。
・⼀般的な官能基を挙げてその性質を説明し，ビタミンや細胞膜，脂質における有機分⼦の役割を説明できるようになる。
・アルカンを適切に命名し，その物理的性質を説明できるようになる。また，アルカンの⽴体配座について，Fischer投影式
などの適切な図を⽤いて説明できるようになる。
· Students will be able to illustrate the structure and bonding of organic molecules as well as the orbital hybridization
involved therein.
· Students will be able to explain Brønsted‒Lowry acids and bases, acid strength, and pKa and predict the outcome of
acid-base reactions.
· Students will be able to explain the properties of common functional groups and illustrate how functionalized organic
molecules play important roles in vitamins, lipids, and cell membranes.
· Students will be able to properly name alkanes and explain their physical properties. They will also be able to illustrate
the conformations of alkanes using appropriate drawings such as Fischer projection.

第１回：構造と結合（１）：イオン結合と共有結合，Lewis構造式について理解する。
第２回：構造と結合（２）：共鳴，有機分⼦の形，有機分⼦の構造の書き⽅について理解する。
第３回：構造と結合（３）：混成軌道を学び，エタン，エチレン，アセチレンにおける結合の種類を理解する。
第４回：構造と結合（４）：結合⻑と結合の強さ，電気陰性度と結合の分極について理解する。
第５回：酸と塩基（１）：ブレンステッド−ローリーの酸と塩基，酸の強さとpKaを理解する。
第６回：酸と塩基（２）：酸-塩基反応の結果の予測，酸の強さを決定する因⼦を理解する。
第７回：酸と塩基（３）：⼀般的な酸と塩基，ルイス酸とルイス塩基を理解する。
第８回：有機分⼦と官能基（１）：官能基と分⼦間⼒について理解する。
第９回：有機分⼦と官能基（２）：官能基の物理的性質を理解する。官能基化された有機化合物の例として，ビタミンとセッ
ケンの化学を学ぶ。
第１０回：有機分⼦と官能基（３）：官能基と反応性を理解する。細胞膜や⽣体分⼦における官能基のはたらきを学ぶ。
第１１回：アルカン（１）：アルカンおよびシクロアルカンの命名法について理解する。
第１２回：アルカン（２）：アルカンの慣⽤名，アルカンの物理的性質，エタンの⽴体配座について理解する。
第１３回：アルカン（３）：ブタンの⽴体配座，シクロアルカン，特にシクロヘキサンの⽴体配座を理解する。
第１４回：アルカン（４）：置換シクロアルカンの⽴体配座を理解する。アルカンの酸化，脂質について学ぶ。
第１５回：まとめと試験：総括し，試験を⾏う。
授業で利⽤する学習⽀援システム：Google Classroom
オンライン授業予定の有無：無

1st: Structure and Bonding (1): Students will learn ionic and covalent bonding and Lewis structures.
2nd: Structure and Bonding (2): Students will learn resonance, molecular shape, and how to draw organic structures.
3rd: Structure and Bonding (3): Students will learn orbital hybridization of carbon and its relevance to three basic
molecules, i.e., ethane, ethylene, and acetylene.
4th: Structure and Bonding (4): Students will learn the length and strength of bonds, electronegativity, and bond

－179－



成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

関連ＵＲＬ

授業時間外学習

実務・実践的授業   ※○
は、実務・実践的授業である
ことを⽰す。

授業へのパソコン持ち込み
【必要/不要】

連絡先（メールアドレス等）

その他

更新⽇付

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

polarization.
5th: Acids and Bases (1): Students will learn Brønsted‒Lowry acids and bases, acid strength, and pKa.
6th: Acids and Bases (2): Students will learn to predict the outcome of acid-base reactions and to identify factors that
determine acid strength.
7th: Acids and Bases (3): Students will learn common acids and bases including aspirin and Lewis acids and bases.
8th: Organic Molecules and Functional Groups (1): Students will learn functional groups and intermolecular forces
between them.
9th: Organic Molecules and Functional Groups (2): Students will learn the physical properties of functional groups and
explore the chemistry of vitamins and soap as examples of functionalized organic molecules.
10th: Organic Molecules and Functional Groups (3): Students will learn the reactivity of functional groups and explore the
chemistry of cell membranes and biomolecules.
11th: Alkanes (1): Students will learn the nomenclatures of acyclic and cyclic alkanes.
12th: Alkanes (2): Students will learn trivial names of common alkanes, the physical properties of alkanes, and the
conformation of ethane.
13th: Alkanes (3): Students will learn the conformation of butane and cyclic alkanes, especially cyclohexane.
14th: Alkanes (4): Students will learn the conformation of substituted cycloalkanes and explore the oxidation of alkanes
and the chemistry of lipids.
15th: Summary and Examination
Learning Support System Used in Class: Google Classroom
Scheduled Online Classes: None

筆記試験（８０％）と講義内レポート•平常点（２０％）をもとに評価する。
Evaluated by examination (80%) and by continuous assessment (20%).

スミス有機化学（上）
第５版

J. G. Smith 著、⼭本尚・
⼤嶌幸⼀郎 監訳 化学同⼈ 2017 978-4759819380

Organic Chemistry ̶
5th edition J. G. Smith McGraw Hill 2016 978-0078021558

HGS分⼦模型構造 ⽴体
化学学⽣⽤セット 丸善出版 2022 978-4-621-10600-6

教科書の問題、章末問題を解いて復習すること。分⼦構造や⽴体配座の理解には，分⼦模型を活⽤することが望ましい。
After the lecture, students should review the contents and solve the problems in the textbook to deepen their
understanding. Students are encouraged to utilize molecular models as tangible and visual aids for the understanding of
molecular structures and conformations.

不要
No

全学教育HP掲載の「全学教育科⽬授業担当教員連絡先⼀覧」を参照。

2025/01/21 22:03
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科⽬名

曜⽇・講時 教室

科⽬群

単位数

対象学部

担当教員（所属）

開講期

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業題⽬

授業の⽬的と概要

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

⽣命科学Ａ

⽕曜4限

全学教育科⽬学術基礎科⽬−基礎⽣物学

2.0単位

医保薬

松沢 厚 所属：薬学研究科

１セメスター

ZDB-BIO101J

⽇本語

各学部の履修内規または学⽣便覧を参照。

⽣命科学A
Life science A

この講義では、⽣命の最⼩単位である細胞の構造と機能及び、遺伝⼦の機能を知ることにより、⽣命の仕組みの基本原理を
理解することを⽬的とする。
The purpose of this course is to learn the functions and structure of the cell and the principle of gene expression.

・⽣命の最⼩単位である細胞の構成成分と構造を知る。
・遺伝情報の維持機構としてのDNA の複製・修復機構、タンパク質への変換、転写、スプライシング、翻訳等の分⼦機構を
理解する。
・細胞のシグナル伝達、膜輸送、細胞⾻格と運動、細胞周期と分裂を理解する。
Students will understand the functions and structure of the cell, the molecular basis of DNA replication, repair,
transcription, RNA processing, and translation.

授業ではGoogle Classroomを使⽤する。基本的には、授業は対⾯で実施する。変更がある場合には、詳細はGoogle
Classroomで連絡する。
Google Classroom will be used in this class. Basically, classes will be conducted in person. If there are any changes,
details will be announced in Google Classroom.

・第1回 細胞とは
・第2回 細胞内⼩器官
・第3回 細胞の化学成分（アミノ酸、核酸、脂質）
・第4回 エネルギー、触媒作⽤、⽣合成
・第5回 タンパク質の構造
・第6回 遺伝⼦の発⾒：遺伝⼦はDNAでできている
・第7回 遺伝情報の発現：DNA からRNA へ（転写）
・第8回 遺伝情報の発現：RNA からタンパク質へ（翻訳）
・第9回 遺伝⼦⼯学の原理と⼿法
・第10回 膜輸送
・第11回 ミトコンドリアと細胞機能
・第12回 細胞のシグナル伝達
・第13回 細胞⾻格と運動
・第14回 細胞周期と分裂
・第15回 細胞社会とがん
   Term 1 Introduction to cells
   Term 2 Introduction to cells: Structure and function of organelles
   Term 3 Chemical component of cells（amino acids, nucleic acids, lipids）
   Term 4 Energy, catalysis and biosynthesis
   Term 5 Protein structure and function
   Term 6 DNA and chromosomes
   Term 7 From DNA to protein: Transcription
   Term 8 From DNA to protein: Translation
   Term 9 Analyzing genes and genomes
   Term 10 Membrane transport
   Term 11 Mitochondria
   Term 12 Signal transduction
   Term 13 Cytoskeleton
   Term 14 Cell cycle and proliferation
   Term 15 Cell communications and cancer

筆記試験（90%）と平常点（10%）に基づいて評価する。
Students are evaluated on their points from the regular scores (10%) and the final examination (90%).
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必修 選択 必修 選択 必修 選択
学問論 3
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 4
学際科目 3 6

先進科目 情報教育 2
英語 6
初修語 4
基礎化学 4
基礎生物学 4

2
18 24

薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
生薬天然物化学１
薬品構造解析学
医薬品化学
創薬化学
先端有機化学１
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
免疫学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４
衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計
生薬天然物化学２ 2

生体有機物質化学 2
先端有機化学２ 2
デジタル薬理学
臨床医学概論
新薬開発論 2
画像診断薬物学 1
薬事関係法規１ 1
専門薬科学実習 6

計 6 13
課題研究 20

計 20

創薬科学科の履修科目
（新課程：2024年度以降入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

言語科目

学術基礎科目

別に定める指定の科目
計

全
学
教
育
科
目

基盤科目

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

展開教育科目

研究者
教育科目

総計 99 38 20

関連ＵＲＬ

授業時間外学習

実務・実践的授業   ※○
は、実務・実践的授業である
ことを⽰す。

授業へのパソコン持ち込み
【必要/不要】

連絡先（メールアドレス等）

その他

更新⽇付

１単位の授業科⽬は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の⽬安は、「講義・
演習」については１５〜３０時間に授業および授業時間外学修（予習・復習など）３０〜１５時間、「実験、実習及び実技」については３０〜４５時間の授
業および授業時間外学修（予習・復習など）１５〜０時間です。

Essential 細胞⽣物学 原
書第5版 （中村 桂⼦ら監訳） 南江堂 2021 978-4-524-22682-5 教科書

指定した教科書の授業当⽇の該当箇所を予習する。また、授業内容の要点について復習を⾏い、関連事項の学習を進める。
Students are required to prepare lessons of each part and review thoroughly the points of each class and deepen the
knowledge of the related and interesting contents.

不要
Not required

全学教育HP掲載の「全学教育科⽬授業担当教員連絡先⼀覧」を参照。

2023/12/15 20:49:02

科⽬名

曜⽇・講時 教室

科⽬群

単位数

対象学部

担当教員（所属）

開講期

科⽬ナンバリング

使⽤⾔語

メディア授業科⽬

主要授業科⽬

授業題⽬

授業の⽬的と概要

学習の到達⽬標

授業内容・⽅法と進度予定

成績評価⽅法

教科書および参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

⽣命科学Ａ

⽕曜4限

全学教育科⽬学術基礎科⽬−基礎⽣物学

2.0単位

医保薬

松沢 厚 所属：薬学研究科

１セメスター

ZDB-BIO101J

⽇本語

各学部の履修内規または学⽣便覧を参照。

⽣命科学A
Life science A

この講義では、⽣命の最⼩単位である細胞の構造と機能及び、遺伝⼦の機能を知ることにより、⽣命の仕組みの基本原理を
理解することを⽬的とする。
The purpose of this course is to learn the functions and structure of the cell and the principle of gene expression.

・⽣命の最⼩単位である細胞の構成成分と構造を知る。
・遺伝情報の維持機構としてのDNA の複製・修復機構、タンパク質への変換、転写、スプライシング、翻訳等の分⼦機構を
理解する。
・細胞のシグナル伝達、膜輸送、細胞⾻格と運動、細胞周期と分裂を理解する。
Students will understand the functions and structure of the cell, the molecular basis of DNA replication, repair,
transcription, RNA processing, and translation.

授業ではGoogle Classroomを使⽤する。基本的には、授業は対⾯で実施する。変更がある場合には、詳細はGoogle
Classroomで連絡する。
Google Classroom will be used in this class. Basically, classes will be conducted in person. If there are any changes,
details will be announced in Google Classroom.

・第1回 細胞とは
・第2回 細胞内⼩器官
・第3回 細胞の化学成分（アミノ酸、核酸、脂質）
・第4回 エネルギー、触媒作⽤、⽣合成
・第5回 タンパク質の構造
・第6回 遺伝⼦の発⾒：遺伝⼦はDNAでできている
・第7回 遺伝情報の発現：DNA からRNA へ（転写）
・第8回 遺伝情報の発現：RNA からタンパク質へ（翻訳）
・第9回 遺伝⼦⼯学の原理と⼿法
・第10回 膜輸送
・第11回 ミトコンドリアと細胞機能
・第12回 細胞のシグナル伝達
・第13回 細胞⾻格と運動
・第14回 細胞周期と分裂
・第15回 細胞社会とがん
   Term 1 Introduction to cells
   Term 2 Introduction to cells: Structure and function of organelles
   Term 3 Chemical component of cells（amino acids, nucleic acids, lipids）
   Term 4 Energy, catalysis and biosynthesis
   Term 5 Protein structure and function
   Term 6 DNA and chromosomes
   Term 7 From DNA to protein: Transcription
   Term 8 From DNA to protein: Translation
   Term 9 Analyzing genes and genomes
   Term 10 Membrane transport
   Term 11 Mitochondria
   Term 12 Signal transduction
   Term 13 Cytoskeleton
   Term 14 Cell cycle and proliferation
   Term 15 Cell communications and cancer

筆記試験（90%）と平常点（10%）に基づいて評価する。
Students are evaluated on their points from the regular scores (10%) and the final examination (90%).
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必修 選択 必修 選択 必修 選択
学問論 3
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 4
学際科目 3 6

先進科目 情報教育 2
英語 6
初修語 4
基礎化学 4
基礎生物学 4

2
18 24

薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
生薬天然物化学１
薬品構造解析学
医薬品化学
創薬化学
先端有機化学１
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
免疫学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４

衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計
生薬天然物化学２ 2

生体有機物質化学 2
先端有機化学２ 2
デジタル薬理学
臨床医学概論
新薬開発論 2
画像診断薬物学 1
薬事関係法規１ 1
専門薬科学実習 6

計 6 13
課題研究 20

計 20

創薬科学科の履修科目
（新課程：2024年度以降入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

言語科目

学術基礎科目

別に定める指定の科目
計

全
学
教
育
科
目

基盤科目

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

展開教育科目

研究者
教育科目

総計 99 38 20
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5年次 6年次
必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 必修

学問論 3
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 4
学際科目 3 6

先進科目 情報教育 2
英語 6
初修語 4
基礎化学 4
基礎生物学 4

2
18 24

薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
生薬天然物化学１
薬品構造解析学
医薬品化学
創薬化学
先端有機化学１
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
免疫学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４
衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計 6 13
衛生化学２
医薬統計学
食品衛生学
臨床医学概論
臨床調剤学
薬物療法学１
薬物療法学２
薬物療法学３
感染症学
病理学
遺伝分子生物学
生体有機物質化学
医療情報学
漢方治療学
臨床薬理学
臨床検査学
臨床薬剤学
個別化医療学
薬事関係法規１
薬事関係法規２
先進医療学
臨床コミュニケーション学
薬学英語
生薬天然物化学２ 2
先端有機化学２ 2
デジタル薬理学 1
新薬開発論 2
画像診断薬物学 1
専門薬学実習1
専門薬学実習2

計 11 12 35 7
医療薬学演習1 2
医療薬学演習2 1
医療薬学基礎実習 4
医療薬学病院実習 10
医療薬学薬局実習 10

計 7 20
総合薬学演習 2
課題研究 20

計 22

10 22

薬学科の履修科目
（新課程：2024年度以降入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

全
学
教
育
科
目

基盤科目

※学術基礎科目類基礎化学群で開講
される「化学Ａ」、「化学Ｂ」、「化学Ｃ」
および基礎生物学群で開講される「生
命科学Ａ」については、薬学コアカリ
キュラムに示された内容を含むため、
必ず履修すること。

言語科目

※学術基礎科目

別に定める指定の科目
計

99 42 49

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

発展教育科目

実務教育科目

研究者
教育科目

総計

必修 選択 必修 選択 必修 選択
学問論 3
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 4
学際科目 3 6

先進科目 情報教育 2
英語 6
初修語 4
基礎化学 4
基礎生物学 4

2
18 24

薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
有機化学５
生薬学１
生薬学２
医薬品化学１
有機反応化学
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
分子生物学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４
衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計
天然物化学 2
有機合成化学 2
医薬品化学２
薬品構造解析学 2
臨床医学概論
新薬開発論 2
画像診断薬物学 1
薬事関係法規１ 1
専門薬科学実習 6

計 6 13
課題研究 20

計 20

総計 101 36 20

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

展開教育科目

研究者
教育科目

計

基盤科目

言語科目

創薬科学科の履修科目
（2022年度以後入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

学術基礎科目

別に定める指定の科目

全
学
教
育
科
目
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5年次 6年次
必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 必修

学問論 3
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 4
学際科目 3 6

先進科目 情報教育 2
英語 6
初修語 4
基礎化学 4
基礎生物学 4

2
18 24

薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
生薬天然物化学１
薬品構造解析学
医薬品化学
創薬化学
先端有機化学１
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
免疫学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４
衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計 6 13
衛生化学２
医薬統計学
食品衛生学
臨床医学概論
臨床調剤学
薬物療法学１
薬物療法学２
薬物療法学３
感染症学
病理学
遺伝分子生物学
生体有機物質化学
医療情報学
漢方治療学
臨床薬理学
臨床検査学
臨床薬剤学
個別化医療学
薬事関係法規１
薬事関係法規２
先進医療学
臨床コミュニケーション学
薬学英語
生薬天然物化学２ 2
先端有機化学２ 2
デジタル薬理学 1
新薬開発論 2
画像診断薬物学 1
専門薬学実習1
専門薬学実習2

計 11 12 35 7
医療薬学演習1 2
医療薬学演習2 1
医療薬学基礎実習 4
医療薬学病院実習 10
医療薬学薬局実習 10

計 7 20
総合薬学演習 2
課題研究 20

計 22

10 22

薬学科の履修科目
（新課程：2024年度以降入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

全
学
教
育
科
目

基盤科目

※学術基礎科目類基礎化学群で開講
される「化学Ａ」、「化学Ｂ」、「化学Ｃ」
および基礎生物学群で開講される「生
命科学Ａ」については、薬学コアカリ
キュラムに示された内容を含むため、
必ず履修すること。

言語科目

※学術基礎科目

別に定める指定の科目
計

99 42 49

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

発展教育科目

実務教育科目

研究者
教育科目

総計

必修 選択 必修 選択 必修 選択
学問論 3
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 4
学際科目 3 6

先進科目 情報教育 2
英語 6
初修語 4
基礎化学 4
基礎生物学 4

2
18 24

薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
有機化学５
生薬学１
生薬学２
医薬品化学１
有機反応化学
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
分子生物学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４

衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計
天然物化学 2
有機合成化学 2
医薬品化学２
薬品構造解析学 2
臨床医学概論
新薬開発論 2
画像診断薬物学 1
薬事関係法規１ 1
専門薬科学実習 6

計 6 13
課題研究 20

計 20

総計 101 36 20

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

展開教育科目

研究者
教育科目

計

基盤科目

言語科目

創薬科学科の履修科目
（2022年度以後入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

学術基礎科目

別に定める指定の科目

全
学
教
育
科
目
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5年次 6年次
必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 必修

学問論 3
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 4
学際科目 3 6

先進科目 情報教育 2
英語 6
初修語 4
基礎化学 4
基礎生物学 4

2
18 24

薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
有機化学５
生薬学１
生薬学２
医薬品化学１
有機反応化学
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
分子生物学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４
衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計 6 11
衛生化学２
医薬統計学
免疫学
食品衛生学
疾病学総論
臨床調剤学
薬物療法学１
薬物療法学２
薬物療法学３
感染症学
病理学
遺伝分子生物学
生体有機物質化学
医療情報学
漢方治療学
臨床薬理学
臨床検査学
臨床薬剤学
処方箋解析学
薬事関係法規１
薬事関係法規２
セルフメディケーション学
臨床コミュニケーション学
薬学英語
専門薬学実習1
専門薬学実習2

計 13 8 31 7
医療薬学演習1 2
医療薬学演習2 1
医療薬学基礎実習 4
医療薬学病院実習 10
医療薬学薬局実習 10

計 17 10
総合薬学演習 2
課題研究 20

計 22

10 22101 38 55

基盤科目

言語科目

※学術基礎科目

別に定める指定の科目

総計

全
学
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

発展教育科目

実務教育科目

研究者
教育科目

※学術基礎科目類基礎化学群で開講
される「化学Ａ」、「化学Ｂ」、「化学Ｃ」お
よび基礎生物学群で開講される「生命
科学Ａ」については、薬学コアカリキュ
ラムに示された内容を含むため、必ず
履修すること。

計

薬学科の履修科目
（2022年度以降入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

必修 選択 必修 選択 必修 選択
人間論 2
表現論 2
学問論 2
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 2 12
総合科学 2
転換・少人数科目 2
外国語 6 4
情報科目 2
保健体育 3

13 30
薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
有機化学５
生薬学１
生薬学２
医薬品化学１
有機反応化学
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
分子生物学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４
衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計
天然物化学 2
有機合成化学 2
医薬品化学２
薬品構造解析学 2
臨床医学概論
新薬開発論 2
画像診断薬物学 1
薬事関係法規１ 1
専門薬科学実習 6

計 6 13
課題研究 20

計 20

展開教育科目

研究者
教育科目

総計 102 36 20

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

全
学
教
育
科
目

基幹科目

展開科目

共通科目

計

創薬科学科の履修科目
（2015年度以後入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

－186－



5年次 6年次
必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 必修

学問論 3
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 4
学際科目 3 6

先進科目 情報教育 2
英語 6
初修語 4
基礎化学 4
基礎生物学 4

2
18 24

薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
有機化学５
生薬学１
生薬学２
医薬品化学１
有機反応化学
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
分子生物学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４
衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計 6 11
衛生化学２
医薬統計学
免疫学
食品衛生学
疾病学総論
臨床調剤学
薬物療法学１
薬物療法学２
薬物療法学３
感染症学
病理学
遺伝分子生物学
生体有機物質化学
医療情報学
漢方治療学
臨床薬理学
臨床検査学
臨床薬剤学
処方箋解析学
薬事関係法規１
薬事関係法規２
セルフメディケーション学
臨床コミュニケーション学
薬学英語
専門薬学実習1
専門薬学実習2

計 13 8 31 7
医療薬学演習1 2
医療薬学演習2 1
医療薬学基礎実習 4
医療薬学病院実習 10
医療薬学薬局実習 10

計 17 10
総合薬学演習 2
課題研究 20

計 22

10 22101 38 55

基盤科目

言語科目

※学術基礎科目

別に定める指定の科目

総計

全
学
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

発展教育科目

実務教育科目

研究者
教育科目

※学術基礎科目類基礎化学群で開講
される「化学Ａ」、「化学Ｂ」、「化学Ｃ」お
よび基礎生物学群で開講される「生命
科学Ａ」については、薬学コアカリキュ
ラムに示された内容を含むため、必ず
履修すること。

計

薬学科の履修科目
（2022年度以降入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

必修 選択 必修 選択 必修 選択
人間論 2
表現論 2
学問論 2
人文科学 2
社会科学 2
自然科学 2 12
総合科学 2
転換・少人数科目 2
外国語 6 4
情報科目 2
保健体育 3

13 30
薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
有機化学５
生薬学１
生薬学２
医薬品化学１
有機反応化学
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
分子生物学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４

衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計
天然物化学 2
有機合成化学 2
医薬品化学２
薬品構造解析学 2
臨床医学概論
新薬開発論 2
画像診断薬物学 1
薬事関係法規１ 1
専門薬科学実習 6

計 6 13
課題研究 20

計 20

展開教育科目

研究者
教育科目

総計 102 36 20

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

全
学
教
育
科
目

基幹科目

展開科目

共通科目

計

創薬科学科の履修科目
（2015年度以後入学者）

区分・授業科目
1,　2年次 3年次 4年次

備考

－187－



5年次 6年次
必修 選択 必修 選択 必修 選択 必修 必修

人間論 2
表現論 2
学問論 2
人文科学 2
社会科学 2
※自然科学 2 12
総合科学 2
転換・少人数科目 2
外国語 6 4
情報科目 2
保健体育 3

13 30
薬学概論１
薬学概論２
有機化学１
有機化学２
有機化学３
有機化学４
有機化学５
生薬学１
生薬学２
医薬品化学１
有機反応化学
分析化学１
分析化学２
分析化学３
物理化学１
物理化学２
物理化学３
放射化学
構造化学
機能形態学１
機能形態学２
生化学１
生化学２
生化学３
生化学４
分子生物学
薬理学１
薬理学２
薬理学３
薬理学４
衛生化学１
薬剤学１
薬剤学２
環境衛生学
構造薬学実習
創薬化学実習１
創薬化学実習２
生命薬学実習
医療薬学実習

計 6 11
衛生化学２
医薬統計学
免疫学
食品衛生学
疾病学総論
臨床調剤学
薬物療法学１
薬物療法学２
薬物療法学３
感染症学
病理学
遺伝分子生物学
生体有機物質化学
医療情報学
漢方治療学
臨床薬理学
臨床検査学
臨床薬剤学
処方箋解析学
薬事関係法規１
薬事関係法規２
セルフメディケーション学
臨床コミュニケーション学
薬学英語
専門薬学実習1
専門薬学実習2

計 13 8 31 7
医療薬学演習1 2
医療薬学演習2 1
医療薬学基礎実習 4
医療薬学病院実習 10
医療薬学薬局実習 10

計 17 10
総合薬学演習 2
課題研究 20

計 22

10 22総計 102 38 55

薬学科の履修科目
（2015年度以降入学者）

発展教育科目

実務教育科目

研究者
教育科目

専
門
教
育
科
目

基幹教育科目

4年次

※展開科目類自然科学群で開講され
る「化学Ａ」、「化学Ｂ」、「化学Ｃ」および
「生命科学Ａ」については、薬学コアカ
リキュラムに示された内容を含むため、
必ず履修すること。

1,　2年次 3年次
備考区分・授業科目

全
学
教
育
科
目

基幹科目

展開科目

共通科目

計
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